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  １．開
かい

  会
かい

 

○事務局
じむきょく

（天田
あまだ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課 長
かちょう

） 定 刻
ていこく

となりましたので、ただいまから平 成
へいせい

２２年度
ねんど

第
だい

１回
かい

札幌市
さっぽろし

障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

推 進
すいしん

協 議 会
きょうぎかい

を開 催
かいさい

させていただきたいと思
おも

います。 

本 日
ほんじつ

は、お 忙
いそが

しい中
なか

をご 出 席
しゅっせき

いただきまして、まことにありがとうございます。 

冒 頭
ぼうとう

に司会
しかい

を担 当
たんとう

させていただきます札幌市
さっぽろし

障
しょう

がい福祉
ふくし

課 長
かちょう

の天田
あまだ

でございます。

どうぞよろしくお願
ねが

いいたします。 

まず、本 日
ほんじつ

、この協 議 会
きょうぎかい

につきましては、会議
かいぎ

を公 開
こうかい

としております。現時点
げんじてん

では

まだ 傍 聴
ぼうちょう

の希望者
きぼうしゃ

はございませんが、後
のち

ほど希望
きぼう

があった場合
ばあい

については後部
こうぶ

の座席
ざせき

を

傍 聴 者 席
ぼうちょうしゃせき

としてご用意
ようい

させていただいておりますので、ご 紹 介
しょうかい

させていただきます。 

それでは、まず初
はじ

めに資 料
しりょう

の確 認
かくにん

をお願
ねが

いしたいと思
おも

います。 

お手元
てもと

にクリップどめで編 綴
へんてつ

したものが 中 心
ちゅうしん

にございますので、これをごらんいた

だきたいと思
おも

います。 

一 番 最 初
いちばんさいしょ

に、座 席 表
ざせきひょう

でございます。その次
つぎ

が委員
いいん

名簿
めいぼ

でございます。その次
つぎ

からが

資 料
しりょう

になりますが、本 日
ほんじつ

の協 議 会
きょうぎかい

次第
しだい

でございます。その次
つぎ

に、配付
はいふ

資 料
しりょう

の一 覧 表
いちらんひょう

がございますが、この資 料
しりょう

一 覧
いちらん

に沿
そ

いましてご確 認
かくにん

をいただきたいと思
おも

います。 

資 料
しりょう

１といたしまして、Ａ４判
ばん

横
よこ

の札幌市
さっぽろし

障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

等
とう

の改 定
かいてい

につい

てでございます。資 料
しりょう

２－１は、別 冊
べっさつ

になっておりますが、カラー刷
ず

りで「職 場
しょくば

で使
つか

え

る『虎
とら

の巻
まき

』 発 達
はったつ

障
しょう

がいのある人
ひと

たちへの八
やっ

つの支援
しえん

ポイント」というものでござ

います。これは、後
のち

ほどご説 明
せつめい

させていただきます。関 連
かんれん

資 料
しりょう

といたしまして、資 料
しりょう

２－２は、札幌市
さっぽろし

発 達
はったつ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
しえん

施策
しさく

体系図
たいけいず

でございます。これも、クリップどめ

で一 式
いっしき

に編 綴
へんてつ

させていただいております。続
つづ

きまして、資 料
しりょう

３は、移動
いどう

支援
しえん

ガイドラ

インでございまして、これはホチキスどめをさせていただいております。資 料
しりょう

４は、Ａ

３判
ばん

を折
お

りたたんでおりますが、障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の推 進
すいしん

のための基本的
きほんてき

な方 向
ほうこう

につ

いてでございます。続
つづ

きまして、資 料
しりょう

５は、Ａ４判
ばん

横
よこ

になりますが、札幌市
さっぽろし

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事 業 所
じぎょうしょ

等
とう

空
あ

き 情 報
じょうほう

ホームページ開 設
かいせつ

についてでございます。その他
た

、参 考
さんこう

資 料
しりょう

といたしまして、札幌市
さっぽろし

障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

推 進
すいしん

協 議 会
きょうぎかい

条 例
じょうれい

、あわせまして、政 策
せいさく

提 言
ていげん

サポーター名簿
めいぼ

をご用意
ようい

させていただいております。 

以 上
いじょう

が配付
はいふ

資 料
しりょう

となりますが、もしも 落 丁
らくちょう

または遺漏
いろう

等
とう

がございましたら事務局
じむきょく

に
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お申
もう

しつけいただければと思
おも

います。 

 

  ２．札幌市
さっぽろし

障
しょう

がい福祉
ふくし

担 当
たんとう

部 長
ぶちょう

あいさつ 

○事務局
じむきょく

（天田
あまだ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課 長
かちょう

） それでは、開 会
かいかい

に当
あ

たりまして、札幌市
さっぽろし

障
しょう

がい

福祉
ふくし

担 当
たんとう

部 長
ぶちょう

の村木
むらき

よりごあいさつを申
もう

し上
あ

げます。 

○村木
むらき

障
しょう

がい福祉
ふくし

担 当
たんとう

部 長
ぶちょう

 障
しょう

がい福祉
ふくし

担 当
たんとう

部 長
ぶちょう

の村木
むらき

でございます。 

 本 日
ほんじつ

は、お 忙
いそが

しい中
なか

、 障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

推 進
すいしん

協 議 会
きょうぎかい

にご 出 席
しゅっせき

をいただきまして、

まことにありがとうございます。 

 また、皆 様 方
みなさまがた

には、日
ひ

ごろから本市
ほんし

の 障
しょう

がい福祉
ふくし

施策
しさく

の推 進
すいしん

に多大
ただい

なるご支援
しえん

、ご

理解
りかい

、ご 協 力
きょうりょく

をいただき、 心
こころ

からお礼
れい

を申
もう

し上
あ

げます。 

 この協 議 会
きょうぎかい

は、 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に基
もと

づきまして、 障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふくし

施策
しさく

の総 合 的
そうごうてき

か

つ計 画 的
けいかくてき

な推 進
すいしん

につきましてご審議
しんぎ

をいただくための機関
きかん

でございます。今 回
こんかい

は、今年度
こんねんど

第
だい

１回目
かいめ

の協 議 会
きょうぎかい

となりますが、障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

等
とう

の改 定
かいてい

、発 達
はったつ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
しえん

施策
しさく

などさまざまなことについてご審議
しんぎ

いただきたく存
ぞん

じます。 

最 近
さいきん

の本市
ほんし

の 障
しょう

がい福祉
ふくし

関 係
かんけい

の出来事
できごと

といたしましては、５月
がつ

に 障
しょう

がい者
しゃ

による

政 策
せいさく

提 言
ていげん

サポーターのメンバーが改 選
かいせん

になりました。参 考
さんこう

といたしまして、配付
はいふ

資 料
しりょう

の最後
さいご

に名簿
めいぼ

をつけてございます。また、９月
がつ

には、２１日
にち

過
す

ぎになりますが、市役所
しやくしょ

の

１階
かい

ロビーに 障
しょう

がいのある方
かた

が 働
はたら

く場
ば

として元気
げんき

カフェをオープンいたします。設置
せっち

に当
あ

たりましては、大 学 生
だいがくせい

や 障
しょう

がい福祉
ふくし

サービス事 業 所
じぎょうしょ

の方 々
かたがた

などと運 営
うんえい

方 法
ほうほう

等
とう

についてワークショップを重
かさ

ねてまいりました。市役所
しやくしょ

にお越
こ

しの際
さい

には、１階
かい

にござ

いますので、ぜひご利用
りよう

のほどをよろしくお願
ねが

いいたします。 

最後
さいご

になりますけれども、委員
いいん

の皆 様 方
みなさまがた

におかれましては、長 年
ながねん

、障
しょう

がい福祉
ふくし

に 携
たずさ

わっておられる豊
ゆた

かなご経 験
けいけん

に 培
つちか

われたご見 識
けんしき

や 障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

としての思
おも

いなど

を通
つう

じて、本市
ほんし

の 障
しょう

がい福祉
ふくし

施策
しさく

に貴 重
きちょう

なご意見
いけん

を 賜
たまわ

りたいと 考
かんが

えておりますので、

どうぞよろしくお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

どうもありがとうございました。 

 

  ３．委員
いいん

紹 介
しょうかい

 



 - 3 - 

○事務局
じむきょく

（天田
あまだ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課 長
かちょう

） ここで、委員
いいん

の皆 様
みなさま

をご 紹 介
しょうかい

させていただきま

す。 

 本 年
ほんねん

６月
がつ

に所 属
しょぞく

機関
きかん

の人事異動
じんじいどう

がございましたので、一部
いちぶ

、委員
いいん

の改 選
かいせん

を 行
おこな

わせ

ていただいております。お時間
じかん

の関 係
かんけい

もございますので、大 変
たいへん

恐 縮
きょうしゅく

ですが、ご所 属
しょぞく

等
とう

につきましては 省 略
しょうりゃく

させていただきまして、お名前
なまえ

のみを座 席 表
ざせきひょう

の 順
じゅん

にご 紹 介
しょうかい

させていただきます。 

 まず、本
ほん

協 議 会
きょうぎかい

の 会 長
かいちょう

をお引
ひ

き受
う

けいただいております田中
たなか

耕 一 郎
こういちろう

委員
いいん

でござい

ます。 

 阿部
あ べ

益太郎
ますたろう

委員
いいん

につきましては、本 日
ほんじつ

はご欠 席
けっせき

とのご連 絡
れんらく

をいただいております。 

 それから、副 会 長
ふくかいちょう

の浅香
あさか

博 文
ひろふみ

委員
いいん

でございます。 

 池田
いけだ

啓子
けいこ

委員
いいん

でございます。 

 扇 谷
おおぎや

明美
あけみ

委員
いいん

でございます。 

 大 友
おおとも

芳恵
よしえ

委員
いいん

でございます。 

 大 西
おおにし

洋 一
よういち

委員
いいん

でございます。 

 岡
おか

五百理
い お り

委員
いいん

でございます。 

 押見
おしみ

弘子
ひろこ

委員
いいん

でございます。 

 佐川
さがわ

俊樹
としき

委員
いいん

でございます。 

 貞 本
さだもと

晃 一
てるかず

委員
いいん

でございます。今 回
こんかい

、新
あら

たにご 就 任
しゅうにん

いただいております。 

 佐藤
さとう

義夫
よしお

委員
いいん

でございます。 

 芝木
しばき

厚子
あつこ

委員
いいん

につきましては、本 日
ほんじつ

はご欠 席
けっせき

とのご連 絡
れんらく

をいただいております。 

 千貝
ちがい

愛
あい

委員
いいん

でございます。 

 西 坂
にしさか

自然
じねん

委員
いいん

でございます。 

 西野
にしの

千郷
ちさと

委員
いいん

でございます。 

 林
はやし

秀喜
ひでき

委員
いいん

でございます。 林
はやし

秀喜
ひでき

委員
いいん

につきましても、今 回
こんかい

、新
あら

たにご 就 任
しゅうにん

い

ただいております。 

 廣 岡
ひろおか

博
ひろし

委員
いいん

でございます。 

 山 内
やまうち

まゆみ委員
いいん

でございます。 

 吉田
よしだ

信子
のぶこ

委員
いいん

でございます。 
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 続
つづ

きまして、事務局
じむきょく

をご 紹 介
しょうかい

させていただきます。 

 改
あらた

めまして、 障
しょう

がい福祉
ふくし

担 当
たんとう

部 長
ぶちょう

の村木
むらき

でございます。 

 自立
じりつ

支援
しえん

担 当
たんとう

課 長
かちょう

の小川
おがわ

でございます。今 回
こんかい

、４月
がつ

の人事異動
じんじいどう

に 伴
ともな

いまして 着 任
ちゃくにん

しておりますので、よろしくお願
ねが

いします。 

 それから、事 業
じぎょう

計 画
けいかく

担 当
たんとう

係 長
かかりちょう

の西田
にしだ

でございます。 

 発 達
はったつ

障
しょう

がい担 当
たんとう

係 長
かかりちょう

の吉 森
よしもり

でございます。 

 給 付
きゅうふ

管理
かんり

係 長
かかりちょう

の安田
やすだ

でございます。 

 どうぞよろしくお願
ねが

いいたします。 

 それでは、以降
いこう

の進 行
しんこう

につきましては、田中
たなか

会 長
かいちょう

にお願
ねが

いしたいと思
おも

いますので、

どうぞよろしくお願
ねが

いいたします。 

 

  ４．議
ぎ

  事
じ

 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 皆
みな

さん、暑
あつ

い中
なか

をお集
あつ

まりいただきまして、ありがとうございます。 

今年度
こんねんど

最 初
さいしょ

の推 進
すいしん

協 議 会
きょうぎかい

ということで、きょうは、札幌市
さっぽろし

の 障
しょう

がい福祉
ふくし

計 画
けいかく

の

改 定
かいてい

に関
かん

する提 案
ていあん

、あるいは、札幌市
さっぽろし

の 新
あたら

しい施策
しさく

に関
かん

する幾
いく

つかの 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

が予定
よてい

されております。また、きょうも、委員
いいん

の皆
みな

さんそれぞれのお立場
たちば

から忌憚
きたん

のない

ご意見
いけん

をいただいて、実
みの

りのある協 議
きょうぎ

、検 討
けんとう

ができますようご 協 力
きょうりょく

をよろしくお願
ねが

いします。 

それでは、次第
しだい

に沿
そ

って進
すす

めさせていただきます。 

まず、議題
ぎだい

の（１）の札幌市
さっぽろし

障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

等
とう

の改 定
かいてい

についてということで、

事務局
じむきょく

からご説 明
せつめい

をお願
ねが

いします。 

○事務局
じむきょく

（西田
にしだ

事 業
じぎょう

計 画
けいかく

担 当
たんとう

係 長
かかりちょう

） 事 業
じぎょう

計 画
けいかく

担 当
たんとう

係 長
かかりちょう

の西田
にしだ

と申
もう

します。

よろしくお願
ねが

いいたします。 

 恐 縮
きょうしゅく

ですが、座
すわ

って説 明
せつめい

させていただきます。 

 資 料
しりょう

１をごらんいただきたいと思
おも

います。 

 まず、１ページ目
め

ですが、札幌市
さっぽろし

として 障
しょう

がい福祉
ふくし

に関
かん

する計 画
けいかく

が二
ふた

つございます。 

一
ひと

つ目
め

は、①として、札幌市
さっぽろし

障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

というものがございまして、計 画
けいかく

期間
きかん

は平 成
へいせい

１５年
ねん

４月
がつ

から平 成
へいせい

２５年
ねん

３月
がつ

までの１０年 間
ねんかん

の計 画
けいかく

でございます。二
ふた



 - 5 - 

つ目
め

として、札幌市
さっぽろし

障
しょう

がい福祉
ふくし

計 画
けいかく

というものがございます。計 画
けいかく

期間
きかん

は、平 成
へいせい

２

１年
ねん

４月
がつ

から平 成
へいせい

２４年
ねん

３月
がつ

の３年 間
ねんかん

の計 画
けいかく

でございます。この二
ふた

つの計 画
けいかく

につき

まして、来年度
らいねんど

、平 成
へいせい

２３年 度 中
ねんどちゅう

に改 定
かいてい

作 業
さぎょう

を 行
おこな

う予定
よてい

でございます。したがいま

して、①番
ばん

につきましては１年
ねん

前
まえ

倒
だお

して改 定
かいてい

することを検 討
けんとう

しております。 

 資 料
しりょう

の下
した

の方
ほう

に行
い

きまして、主
おも

なスケジュールの予定
よてい

でございますけれども、今年度
こんねんど

、

平 成
へいせい

２２年
ねん

１１月
がつ

に 障
しょう

がい児
じ

・者
しゃ

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

ということでアンケート調 査
ちょうさ

を実施
じっし

す

る予定
よてい

でございます。その調 査
ちょうさ

結果
けっか

も踏
ふ

まえて議論
ぎろん

を重
かさ

ね、平 成
へいせい

２３年
ねん

１２月
がつ

ごろに

計 画
けいかく

の素案
そあん

を作 成
さくせい

する予定
よてい

でございます。計 画
けいかく

の 公 表
こうひょう

といたしましては、平 成
へいせい

２４

年
ねん

３月
がつ

を予定
よてい

しております。 

 続
つづ

きまして、２ページ目
め

をごらんください。 

 先
さき

ほど、ことしの１１月
がつ

ごろにアンケート調 査
ちょうさ

を予定
よてい

しているとお話
はな

しいたしました

けれども、その概 要
がいよう

につきましてご説 明
せつめい

したいと思
おも

います。 

 目 的
もくてき

といたしまして、計 画
けいかく

を策 定
さくてい

するに当
あ

たりまして 障
しょう

がい児
じ

・者
しゃ

の実 態
じったい

、ニー

ズなどを把握
はあく

するということでございます。調 査
ちょうさ

期間
きかん

につきましては、ことしの１１月
がつ

の

１カ月 間
げつかん

を予定
よてい

しております。調 査
ちょうさ

対 象 者
たいしょうしゃ

と調 査
ちょうさ

方 法
ほうほう

ですが、アンケートの種 類
しゅるい

は四
よっ

つ予定
よてい

しておりまして、一
ひと

つ目
め

は、いわゆる保健
ほけん

福祉
ふくし

に関
かん

するアンケート調 査
ちょうさ

とい

うことで、身 体
しんたい

、知的
ちてき

、精 神
せいしん

の 障
しょう

がいのある方
かた

を 対 象
たいしょう

として 行
おこな

うものです。二
ふた

つ

目
め

として、施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

調 査
ちょうさ

ということで、これは、入 所 者
にゅうしょしゃ

につきまして、施設
しせつ

の方
ほう

から本 人
ほんにん

に聞
き

き取
と

りをしていただくことを予定
よてい

しております。次
つぎ

に、三
み

つ目
め

の精神科
せいしんか

病 院
びょういん

入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

調 査
ちょうさ

でございますが、これは、札 幌
さっぽろ

市内
しない

の精神科
せいしんか

病 院
びょういん

の 入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

に

つきまして、病 院
びょういん

の 職 員
しょくいん

の方
かた

にご本 人
ほんにん

に聞
き

き取
と

っていただくことを予定
よてい

しておりま

す。最後
さいご

に、四
よっ

つ目
め

ですが、市民
しみん

意識
いしき

調 査
ちょうさ

ということで、２０歳
さい

以 上
いじょう

の市民
しみん

の方
かた

に対
たい

してアンケート調 査
ちょうさ

を 行
おこな

う予定
よてい

でございます。 

 このアンケート調 査
ちょうさ

のメニューは、前 回
ぜんかい

の調 査
ちょうさ

と同
おな

じでございます。 

 次
つぎ

に、３ページ目
め

をごらんください。 

 保健
ほけん

福祉
ふくし

に関
かん

するアンケート調 査
ちょうさ

の項 目
こうもく

についてご説 明
せつめい

したいと思
おも

います。 

 これは、現 在
げんざい

検 討 中
けんとうちゅう

でございますけれども、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

、就 労
しゅうろう

支援
しえん

、共 生
きょうせい

社 会
しゃかい

の実 現
じつげん

というテーマで予定
よてい

しております。具体的
ぐたいてき

な質 問
しつもん

内 容
ないよう

についてもただいま
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検 討 中
けんとうちゅう

でございまして、前 回
ぜんかい

調 査
ちょうさ

と比較
ひかく

して、答
こた

えやすいようにシンプルな 文 章
ぶんしょう

に

することを 考
かんが

えております。また、これまで、身 体
しんたい

、知的
ちてき

、精 神
せいしん

をそれぞれ個別
こべつ

の調 査 票
ちょうさひょう

としておりましたけれども、今 回
こんかい

は３ 障
しょう

がい 共 通
きょうつう

の 調 査 票
ちょうさひょう

とすることも検 討
けんとう

し

ております。設 問 数
せつもんすう

も、今
いま

までだと７０問
もん

近
ちか

くありましたが、より答
こた

えやすいように配 慮
はいりょ

するということで、課題
かだい

を絞
しぼ

って約
やく

２０問
もん

前後
ぜんご

の設 問 数
せつもんすう

とすることも想 定
そうてい

しておりま

す。 

 続
つづ

きまして、４ページ目
め

をごらんいただきたいと思
おも

います。 

 ２番目
ばんめ

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

調 査
ちょうさ

でございますけれども、これは、前 回
ぜんかい

同 様
どうよう

に、本 人
ほんにん

の

状 況
じょうきょう

についてから始
はじ

まり、地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

、退 所
たいしょ

の可能性
かのうせい

などについて調 査
ちょうさ

す

る予定
よてい

でおります。 

 次
つぎ

に、３番目
ばんめ

の精神科
せいしんか

病 院
びょういん

入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

調 査
ちょうさ

でございますけれども、これも、前 回
ぜんかい

同 様
どうよう

に、本 人
ほんにん

の 状 況
じょうきょう

とか、退 院
たいいん

に向
む

けての要 件
ようけん

、あるいは、退 院
たいいん

に向
む

けての必 要
ひつよう

な資源
しげん

などについてアンケートを 行
おこな

う予定
よてい

でございます。この調 査
ちょうさ

を進
すす

めるに当
あ

たり

まして、前 回
ぜんかい

調 査
ちょうさ

と同 様
どうよう

に、市内
しない

の精神科
せいしんか

病 院
びょういん

のご 協 力
きょうりょく

をいただくことを想 定
そうてい

しております。特
とく

に③番
ばん

の 入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

調 査
ちょうさ

につきましては、 病 院
びょういん

の 職 員
しょくいん

の方
かた

に

入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

ご本 人
ほんにん

の 状 況
じょうきょう

を聞
き

き取
と

っていただくことを前 回
ぜんかい

同 様
どうよう

に予定
よてい

しておりま

して、今後
こんご

、具体的
ぐたいてき

な作 業
さぎょう

を進
すす

めるに当
あ

たりましては、医師会
いしかい

の精神科
せいしんか

医会
いかい

様
さま

などとも

ご相 談
そうだん

させていただきながら進
すす

めてまいりたいと思
おも

いますので、よろしくお願
ねが

いいたし

たいと思
おも

います。 

 次
つぎ

に、４番目
ばんめ

の市民
しみん

意識
いしき

調 査
ちょうさ

でございますけれども、これも、前 回
ぜんかい

同 様
どうよう

に、札 幌
さっぽろ

市内
しない

に 住 民 票
じゅうみんひょう

を置
お

く市民
しみん

を無作為
むさくい

抽 出
ちゅうしゅつ

いたしまして、いわゆる 障
しょう

がい福祉
ふくし

に関
かん

して

の理解
りかい

促 進
そくしん

などを調 査
ちょうさ

する予定
よてい

でございます。 

 以 上
いじょう

、障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

等
とう

の改 定
かいてい

、あるいは 障
しょう

がい児
じ

・者
しゃ

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

の概 要
がいよう

についてご説 明
せつめい

いたしました。よろしくお願
ねが

いいたします。 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 ありがとうございました。 

 札幌市
さっぽろし

の二
ふた

つの 障
しょう

がい者
しゃ

関 連
かんれん

の年次
ねんじ

計 画
けいかく

についての改 定
かいてい

ということで、今後
こんご

のス

ケジュールと、改 定
かいてい

のために役立
やくだ

てようということでデータを集
あつ

めるための調 査
ちょうさ

の概 要
がいよう

についてご説 明
せつめい

いただきました。 
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今
いま

のご説 明
せつめい

について何
なに

かご意見
いけん

、ご質 問
しつもん

がありましたら、委員
いいん

の皆
みな

さん、よろしく

お願
ねが

いします。 

 いかがでしょうか。 

○大 友
おおとも

委員
いいん

 障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

というものと 障
しょう

がい福祉
ふくし

計 画
けいかく

というのは、文 言
もんごん

の 共 通
きょうつう

部分
ぶぶん

も多
おお

いように思
おも

いますし、２枚目
まいめ

を見
み

ても、実 態
じったい

調 査
ちょうさ

の概 要
がいよう

に関
かん

して

は、目 的
もくてき

は 障
しょう

がい福祉
ふくし

計 画
けいかく

等
とう

を策 定
さくてい

するというふうになっていて、共 通
きょうつう

部分
ぶぶん

も含
ふく

むのでしょう。ただ、それぞれの計 画
けいかく

のねらいとするところがあって、そのねらいとす

るところを具現化
ぐげんか

するための改 定
かいてい

作 業
さぎょう

だと思
おも

いますので、大 変
たいへん

恐 縮
きょうしゅく

ですが、それ

ぞれの計 画
けいかく

の主
しゅ

たる 柱
はしら

となるところは何
なに

か、いま一度
いちど

教
おし

えていただければ 幸
さいわ

いです。 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 事務局
じむきょく

、よろしいですか。 

○事務局
じむきょく

（西田
にしだ

事 業
じぎょう

計 画
けいかく

担 当
たんとう

係 長
かかりちょう

） 計 画
けいかく

の 柱
はしら

ということですけれども、札幌市
さっぽろし

障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の方
ほう

は、計 画
けいかく

体 系
たいけい

といたしまして、まず理解
りかい

促 進
そくしん

という 柱
はしら

が

ございます。２番目
ばんめ

として生 活
せいかつ

支援
しえん

という 柱
はしら

、３番目
ばんめ

として保健
ほけん

、医 療
いりょう

という 柱
はしら

、

４番目
ばんめ

として生 活
せいかつ

環 境
かんきょう

という 柱
はしら

、５番目
ばんめ

として 教 育
きょういく

、育 成
いくせい

という 柱
はしら

です。６番目
ばんめ

として雇用
こよう

、就 労
しゅうろう

という 柱
はしら

です。７番目
ばんめ

として 情 報
じょうほう

コミュニケーションという 柱
はしら

です。最後
さいご

に、８番目
ばんめ

としてスポーツ、文化
ぶんか

という 柱
はしら

で構 成
こうせい

している計 画
けいかく

です。 

 続
つづ

きまして、札幌市
さっぽろし

障
しょう

がい福祉
ふくし

計 画
けいかく

の方
ほう

は、これは障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づき

まして定
さだ

めているものですけれども、目 標
もくひょう

が三
みっ

つございまして、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の 入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

という 目 標
もくひょう

と、入 院 中
にゅういんちゅう

の精 神
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

という 目 標
もくひょう

と、最後
さいご

に三
みっ

つ目
め

として福祉
ふくし

施設
しせつ

から一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行
いこう

という 目 標
もくひょう

が

ございます。この 目 標
もくひょう

を達 成
たっせい

するために、必 要
ひつよう

な 障
しょう

がい福祉
ふくし

サービスの見
み

込
こ

み 量
りょう

とか、あるいは、見
み

込
こ

み 量
りょう

に付随
ふずい

する施策
しさく

の展 開
てんかい

などについて定
さだ

めているものでござ

います。 

大
おお

まかに言
い

いますと、障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

というのは、 障
しょう

がい福祉
ふくし

サービスのみ

ならず 障
しょう

がい福祉
ふくし

に関
かん

する保健
ほけん

福祉
ふくし

、医 療
いりょう

、 教 育
きょういく

などを含
ふく

めた大
おお

きな計 画
けいかく

という

ことで、その中
なか

で 障
しょう

がい福祉
ふくし

計 画
けいかく

の方
ほう

が 障
しょう

がい福祉
ふくし

サービスをどのようにするかと、

細
こま

かい 障
しょう

がい福祉
ふくし

サービスについて策 定
さくてい

しているという計 画
けいかく

の構 成
こうせい

でございます。 

○事務局
じむきょく

（天田
あまだ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課 長
かちょう

） 補足
ほそく

させていただきます。 
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 多分
たぶん

、なぜこの二
ふた

つの計 画
けいかく

が存 在
そんざい

するのかというところからのご質 問
しつもん

かなと思
おも

いま

す。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

は、実
じつ

は 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

という法 律
ほうりつ

がございますが、これは、

今
いま

、西田
にしだ

係 長
かかりちょう

がご説 明
せつめい

しましたように、福祉
ふくし

サービスだけではなくて、教 育
きょういく

、雇用
こよう

など、障
しょう

がいのある方
かた

の生 活
せいかつ

全 般
ぜんぱん

にかかわる諸 問 題
しょもんだい

について国
くに

を挙
あ

げて取
と

り組
く

んで

いこうという趣旨
しゅし

の法 律
ほうりつ

でございます。この中
なか

で、札幌市
さっぽろし

につきましては平 成
へいせい

１５年
ねん

４

月
がつ

に 障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

を立
た

ててございますが、今
いま

申
もう

し上
あ

げた障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に基
もと

づきまして、この当時
とうじ

は都道府県
とどうふけん

、指定
してい

都市
と し

は策 定
さくてい

義務
ぎ む

が求
もと

められました。その当時
とうじ

は、

その他
た

の市 町 村
しちょうそん

については任意
にんい

となっておりましたが、平 成
へいせい

１８年度
ねんど

以降
いこう

につきまして

はすべての市 町 村
しちょうそん

においてこの全 体
ぜんたい

計 画
けいかく

を策 定
さくてい

するようにというふうになっておりま

す。そういった面
めん

では、 障
しょう

がい者
しゃ

にかかわるいわゆる基本
きほん

計 画
けいかく

ということになると思
おも

います。 

 あわせまして、札幌市
さっぽろし

障
しょう

がい福祉
ふくし

計 画
けいかく

は、これもご説 明
せつめい

は重
かさ

なりますが、もう一
ひと

つ、

いわゆる１ランク下
さ

がりますけれども、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づき、都道府県
とどうふけん

、指定
してい

都市
と し

がそれぞれすべて定
さだ

めなければならないとなっております。これは、 障
しょう

がい福祉
ふくし

サービ

スに 係
かかわ

る３年 間
ねんかん

の計 画
けいかく

で、順 次
じゅんじ

、サービスの 充 実
じゅうじつ

を図
はか

っていくものです。そうい

った面
めん

では、かなり福祉
ふくし

サービスに限 定
げんてい

したものになります。 

そういたしますと、障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

と 障
しょう

がい福祉
ふくし

計 画
けいかく

は、例
たと

えばホームヘ

ルプとか 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

サービス、それから住
す

まいの場
ば

の確保
かくほ

を含
ふく

めたいわゆる福祉
ふくし

サービ

ス分野
ぶんや

については重
かさ

なります。ただ、現 在
げんざい

の計 画
けいかく

は同
おな

じ期間
きかん

ではないものですから重
かさ

な

っていない、そういう非 常
ひじょう

にわかりづらいところがあります。そこで、これにつきまし

ては、 考
かんが

え方
かた

として、計 画
けいかく

年次
ねんじ

を合
あ

わせて、平 成
へいせい

２３年 度 中
ねんどちゅう

に改 定
かいてい

して平 成
へいせい

２４

年
ねん

４月
がつ

から 両 計 画
りょうけいかく

を整 合 性
せいごうせい

のあるものにしていきたい、そういう趣旨
しゅし

で計 画
けいかく

時期
じ き

を

考
かんが

えております。 

参 考
さんこう

までに、高 齢 者
こうれいしゃ

につきましては、高 齢 者
こうれいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

と介護
かいご

保険
ほけん

事 業
じぎょう

計 画
けいかく

があります。これも、高 齢 者
こうれいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

については非 常
ひじょう

に幅 広
はばひろ

い計 画
けいかく

ですが、そ

のうち介護
かいご

保険
ほけん

に関
かん

する事 業
じぎょう

部分
ぶぶん

が介護
かいご

保険
ほけん

事 業
じぎょう

計 画
けいかく

ということで、ここも重
かさ

なって

おります。そういったことから、高 齢 者
こうれいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

と介護
かいご

保険
ほけん

事 業
じぎょう

計 画
けいかく

についても、
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内 容
ないよう

については整 合 性
せいごうせい

をとって策 定
さくてい

するという作 業
さぎょう

になっています。 

そういった面
めん

では、私
わたし

たちも、福祉
ふくし

サービスに重
かさ

なる部分
ぶぶん

についてはできるだけ計 画
けいかく

年次
ねんじ

、計 画
けいかく

目 標
もくひょう

がずれないように整 合 性
せいごうせい

をとっていきたいと思
おも

っております。趣旨
しゅし

と

しては一 応
いちおう

そんな 形
かたち

になっております。 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 資 料
しりょう

１の１ページの①の計 画
けいかく

の方
ほう

が、先
さき

ほどおっしゃられた障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に基
もと

づく総 合 的
そうごうてき

な計 画
けいかく

、②の方
ほう

は、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づく 障
しょう

がい福祉
ふくし

サービスに特化
とっか

した計 画
けいかく

だという説 明
せつめい

ですね。 

 ほかに何
なに

かご質 問
しつもん

、ご意見
いけん

はありますか。 

○佐川
さがわ

委員
いいん

 佐川
さがわ

と言
い

います。 

 来年度
らいねんど

以降
いこう

、障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の方
ほう

が前
まえ

倒
だお

しでということです。ただ、平 成
へいせい

２

５年度
ねんど

以降
いこう

、恐
おそ

らく、今後
こんご

、政府
せいふ

の方
ほう

で国
くに

の障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の改 定
かいてい

、それから総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の策 定
さくてい

、また、自立
じりつ

支援法
しえんほう

の抜 本 的
ばっぽんてき

見直
みなお

しが平 成
へいせい

２５年
ねん

あたりからということで、こ

の法 律
ほうりつ

もどう変
か

わるかわかりませんが、今
いま

のところそういうふうなことで見直
みなお

しが図
はか

ら

れようとしております。細
こま

かいところではなく、大 枠
おおわく

で決
き

めるのでありましょうけれど

も、もしちょっとした文 言
もんごん

のところで不都合
ふつごう

が出
で

て札幌市
さっぽろし

の改 定
かいてい

案
あん

と整 合 性
せいごうせい

がとれな

いような場合
ばあい

にはどのように 考
かんが

えているのでしょうか。 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 ありがとうございます。 

 ①、②の計 画
けいかく

の根 拠
こんきょ

となる法 律
ほうりつ

が今
いま

ちょうど改 革
かいかく

の方 向
ほうこう

で動
うご

いているので、それ

との絡
から

みをお聞
き

かせくださいということです。 

○事務局
じむきょく

（天田
あまだ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課 長
かちょう

） 非 常
ひじょう

に悩
なや

ましいご質 問
しつもん

をちょうだいいたしまし

た。 

 実
じつ

は、 障
しょう

がい者
しゃ

施策
しさく

において国
くに

レベルでの見直
みなお

しの作 業
さぎょう

が 行
おこな

われていることは

各委員
かくいいん

もご承 知
しょうち

だと思
おも

いますが、では、どんなことが議論
ぎろん

されているのかというのはな

かなか見
み

えてこないのが 現 状
げんじょう

でございます。その中
なか

で、障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

のもと

となります障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

については、理念
りねん

、障
しょう

がい者
しゃ

の範囲
はんい

の見直
みなお

し等
とう

も含
ふく

めて幅 広
はばひろ

くご議論
ぎろん

が進
すす

んでいると聞
き

いております。 

 では、自治体
じちたい

として計 画
けいかく

をどうしようかということになりますと、まさに国
くに

の方 向 性
ほうこうせい

が示
しめ

されないとなかなか進
すす

められないのが 現 状
げんじょう

でございます。一 方
いっぽう

では、この計 画
けいかく

と
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いたしましては、このままいきますと計 画
けいかく

年次
ねんじ

としてはそのまま切
き

れてしまうという中
なか

で、

やはり何
なに

もしないということにならないものですから、基本的
きほんてき

には 現 状
げんじょう

の法 律
ほうりつ

が維持
い じ

されるという前 提
ぜんてい

の中
なか

で作 業
さぎょう

を進
すす

めていきたいと思
おも

っております。 

ただし、いろいろなアンケート調 査
ちょうさ

、それから、今後
こんご

、基礎的
きそてき

なデータも 収 集
しゅうしゅう

する

ことになりますが、最 終 的
さいしゅうてき

に計 画
けいかく

策 定
さくてい

の 文 章
ぶんしょう

作 業
さぎょう

に入
はい

っていく際
さい

には、当 然
とうぜん

、

国
くに

の動 向
どうこう

等
とう

も横
よこ

にらみしながら作 業
さぎょう

を進
すす

めていきたいと思
おも

っております。そういった

面
めん

では、後
のち

ほど 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

というところでお話
はな

しさせていただきますが、国
くに

の制度
せいど

見直
みなお

しが平 成
へいせい

２３年 度 中
ねんどちゅう

には示
しめ

されるであろうということを期待
きたい

しつつ、平 成
へいせい

２３年度
ねんど

の

後 半
こうはん

の作 業
さぎょう

で 文 章
ぶんしょう

作 業
さぎょう

に入
はい

ってまいりますので、その中
なか

で 十 分
じゅうぶん

留 意
りゅうい

していきた

いというふうに思
おも

っております。 

また、我 々
われわれ

が 全
まった

く想 定
そうてい

しないものが入
はい

ってきたときにどうするかというところも実
じつ

はございますが、これについてもできるだけ反 映
はんえい

した 形
かたち

で計 画
けいかく

づくりを進
すす

めていきた

いと思
おも

っております。ただ、その内 容
ないよう

によりましては、一
いっ

たん計 画
けいかく

を策 定
さくてい

させていた

だいて、その後
あと

、一部
いちぶ

補 強
ほきょう

ということも場合
ばあい

によっては 考
かんが

えなければならないかなと思
おも

っております。例
たと

えば、先
さき

ほど二
ふた

つの計 画
けいかく

を申
もう

し上
あ

げましたが、札幌市
さっぽろし

障
しょう

がい福祉
ふくし

計 画
けいかく

も、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

が平 成
へいせい

１８年
ねん

にスタートしましたから、障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

とは整 合 性
せいごうせい

がとれなかったのですね。今
いま

のところ、計 画
けいかく

としてそれぞれ整 合 性
せいごうせい

がと

れないところも見
み

えますが、福祉
ふくし

サービス関 係
かんけい

については 障
しょう

がい福祉
ふくし

計 画
けいかく

を優 先
ゆうせん

して

適 用
てきよう

していくようにして、一 応
いちおう

、補 強
ほきょう

関 係
かんけい

という 形
かたち

で整理
せいり

をさせていただいており

ます。場合
ばあい

によりましては、そのようなことも含
ふく

めて 考
かんが

えていかなければならないのか

なというスケジュールの内 容
ないよう

でございます。 

答
こた

えになっていないと思
おも

いますが、そういったことも含
ふく

めて今後
こんご

検 討
けんとう

していきたいと

思
おも

いますので、よろしくお願
ねが

いします。 

○岡
おか

委員
いいん

 調 査
ちょうさ

の 対 象 者
たいしょうしゃ

、方 法
ほうほう

についてです。 

①の保健
ほけん

福祉
ふくし

に関
かん

するアンケート調 査
ちょうさ

で、身 体
しんたい

、知的
ちてき

に関
かん

してはわかりますけれど

も、精 神
せいしん

につきましては医 療
いりょう

機関
きかん

や施設
しせつ

等
など

とありますが、この医 療
いりょう

機関
きかん

というのは病 院
びょういん

並
なら
びに医院

いいん

と 考
かんが

えてよろしいのか、施設
しせつ

等
など

は何
なに

を指
さ

しておられるのか、それから、

調 査 票
ちょうさひょう

を留 置
とめおき

して 行
おこな

うというのは具体的
ぐたいてき

にどういう方 法
ほうほう

なのか、また、対 象 者 数
たいしょうしゃすう
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はどれくらいを 考
かんが

えておられるのか、そして、このアンケートは外 来
がいらい

の方
かた

のみを 対 象
たいしょう

としておられるのか、いかがでしょうか。 

○事務局
じむきょく

（西田
にしだ

事 業
じぎょう

計 画
けいかく

担 当
たんとう

係 長
かかりちょう

） アンケート調 査
ちょうさ

の全 般 的
ぜんぱんてき

な内 容
ないよう

というこ

とだと思
おも

います。 

まず、医 療
いりょう

機関
きかん

というのは、札 幌
さっぽろ

市内
しない

の精神科
せいしんか

病 院
びょういん

は現 在
げんざい

３７あると思
おも

いますが、

医 療
いりょう

機関
きかん

はその３７の 病 院
びょういん

ということです。また、施設
しせつ

等
とう

ということですが、いわゆ

る 障
しょう

がい福祉
ふくし

サービスに言
い

うところのグループホーム、ケアホーム、あるいは、 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

系
けい

サービスとして 就 労
しゅうろう

支援
しえん

などの施設
しせつ

、地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センター、作 業 所
さぎょうしょ

などで、

それらの施設
しせつ

に 入 居
にゅうきょ

あるいは通 所
つうしょ

されている方 々
かたがた

を対 象 者
たいしょうしゃ

としております。具体的
ぐたいてき

には、その方 々
かたがた

にアンケート調 査
ちょうさ

を書
か

いていただくべく、その施設
しせつ

の 職 員
しょくいん

の方
かた

にもご

協 力
きょうりょく

をいただくことになりますが、その施設
しせつ

にアンケート調 査 票
ちょうさひょう

と返 信 用
へんしんよう

の封 筒
ふうとう

を置
お

かせていただき、書
か

いていただける方
かた

にご記 入
きにゅう

いただき、返 信 用
へんしんよう

封 筒
ふうとう

で送
おく

り返
かえ

し

ていただくことを想 定
そうてい

しております。 

○岡
おか

委員
いいん

 対 象
たいしょう

の数
かず

はどのぐらいでしょうか。 

○事務局
じむきょく

（西田
にしだ

事 業
じぎょう

計 画
けいかく

担 当
たんとう

係 長
かかりちょう

） ２，０００サンプル程度
ていど

を集
あつ

めたいと思
おも

っ

ておりますが、回 答 率
かいとうりつ

の関 係
かんけい

で言
い

うと、今
いま

のところ、大 体 半 分
だいたいはんぶん

ぐらいになろうかな

と想 定
そうてい

しております。 

○岡
おか

委員
いいん

 グループホームにいる方
かた

は、医 療
いりょう

機関
きかん

にもかかっておられますので、当 然
とうぜん

、

重 複
じゅうふく

もありますか。 

○事務局
じむきょく

（西田
にしだ

事 業
じぎょう

計 画
けいかく

担 当
たんとう

係 長
かかりちょう

） 重 複
じゅうふく

を避
さ

けるような 形
かたち

でのお願
ねが

いの仕方
しかた

といいますか、案 内
あんない

文
ぶん

などでその辺
へん

の注 意
ちゅうい

書
が

きをする予定
よてい

です。 

○岡
おか

委員
いいん

 わかりました。 

○浅香
あさか

委員
いいん

 保健
ほけん

福祉
ふくし

に関
かん

するアンケート調 査
ちょうさ

の中
なか

で、 対 象 者 数
たいしょうしゃすう

が５，０００から

６，０００ということですけれども、このアンケートの目 的
もくてき

が、よい、普通
ふつう

、悪
わる

いとい

うことを主
しゅ

とした目 的
もくてき

でされるのか、それとも、今後
こんご

の札幌市
さっぽろし

の福祉
ふくし

についていろいろ

な要 望
ようぼう

等
とう

を集
あつ

めたいということを主 眼
しゅがん

としたアンケート調 査
ちょうさ

なのか、お聞
き

きしたいと

思
おも

います。 

○事務局
じむきょく

（西田
にしだ

事 業
じぎょう

計 画
けいかく

担 当
たんとう

係 長
かかりちょう

） 調 査
ちょうさ

項 目
こうもく

につきましては、今
いま

、具体的
ぐたいてき

に
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は検 討 中
けんとうちゅう

でございますけれども、方 向 性
ほうこうせい

といたしましては、まず、実 態
じったい

がどのよう

なことなのかという把握
はあく

と、今後
こんご

に向
む

けた課題
かだい

の把握
はあく

といいますか、どのようなことを望
のぞ

んでおりますかという質 問
しつもん

項 目
こうもく

と、大
おお

きく分
わ

けて二
ふた

つの構 成
こうせい

で 考
かんが

えているところで

ございます。 

○浅香
あさか

委員
いいん

 後 者
こうしゃ

の方
ほう

も大
おお

きな目 的
もくてき

ということであれば、郵 送
ゆうそう

は５，０００、６，０

００という 形
かたち

で結 構
けっこう

だと思
おも

うのですが、身 体
しんたい

、知的
ちてき

については区役所
くやくしょ

とか主 要
しゅよう

公 共
こうきょう

施設
しせつ

に留 置
とめおき

することをプラスアルファしてもいいのかなと思
おも

っています。ただ、統 計
とうけい

を

とる段 階
だんかい

で何
なん

万
まん

にもなったら困
こま

るということであればまた 考
かんが

えようかと思
おも

います。 

○事務局
じむきょく

（西田
にしだ

事 業
じぎょう

計 画
けいかく

担 当
たんとう

係 長
かかりちょう

） 調 査
ちょうさ

方 法
ほうほう

とか集
あつ

め方
かた

などは、今
いま

のご意見
いけん

を参 考
さんこう

にして検 討
けんとう

していきたいと思
おも

います。 

○西 坂
にしさか

委員
いいん

 保健
ほけん

福祉
ふくし

に関
かん

するアンケート調 査
ちょうさ

の設 問 数
せつもんすう

が７０問
もん

から約
やく

２０問
もん

に減
へ

る

というところですが、大 体
だいたい

どの辺
へん

を基 準
きじゅん

に減
へ

らして、どこに 焦 点
しょうてん

を当
あ

てて２０問
もん

に絞
しぼ

っていくのか、もしご計 画
けいかく

されているならお聞
き

きしたいなと思
おも

いました。 

○事務局
じむきょく

（西田
にしだ

事 業
じぎょう

計 画
けいかく

担 当
たんとう

係 長
かかりちょう

） 今
いま

までは７０問
もん

ということで細
こま

かいことも

いろいろ聞
き

いておりました。当 然
とうぜん

、データとして細
こま

かい 情 報
じょうほう

も必 要
ひつよう

だということは承 知
しょうち

しておりますが、アンケートの回 収 率
かいしゅうりつ

が４割
わり

から５割
わり

ぐらいにとどまっておりまして、

その原 因
げんいん

の一
ひと

つとして、約
やく

７０問
もん

の設 定
せってい

だとアンケート調 査 票
ちょうさひょう

用紙
ようし

自体
じたい

が非 常
ひじょう

に厚
あつ

くなってしまいまして、それを見
み

た 瞬 間
しゅんかん

に回 答
かいとう

意欲
いよく

がなくなるということも一
ひと

つの要 因
よういん

ではないかと 考
かんが

えました。いろいろ聞
き

きたいのはやまやまですけれども、今 回
こんかい

はテーマ

を絞
しぼ

り、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

、 就 労
しゅうろう

支援
しえん

、 共 生
きょうせい

社 会
しゃかい

の実 現
じつげん

というテーマに基
もと

づいて、

設 問 数
せつもんすう

も合
あ

わせ、質 問
しつもん

文 体
ぶんたい

もシンプルに答
こた

えやすいように２０問
もん

前後
ぜんご

に絞
しぼ

りたいな

と 考
かんが

えて検 討
けんとう

しているところです。 

○西 坂
にしさか

委員
いいん

 ありがとうございます。 

○千貝
ちがい

委員
いいん

 このアンケート結果
けっか

は、ホームページなどで 公 表
こうひょう

される予定
よてい

なのでしょう

か。 

○事務局
じむきょく

（西田
にしだ

事 業
じぎょう

計 画
けいかく

担 当
たんとう

係 長
かかりちょう

） 今
いま

までの調 査
ちょうさ

では、このような 形
かたち

で冊子
さっし

にまとめて関 係
かんけい

機関
きかん

あるいは関 係
かんけい

部署
ぶしょ

に配付
はいふ

しておりました。今 回
こんかい

も、このような成果品
せいかひん

といいますか、報 告 書
ほうこくしょ

としてまとめて関 係
かんけい

のところに配付
はいふ

する、あるいは、希望者
きぼうしゃ

にお
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渡
わた

しするということを想 定
そうてい

しております。また、ホームページでの 公 表
こうひょう

につきまして

は、 公 表
こうひょう

する範囲
はんい

なども含
ふく

めて検 討
けんとう

したいと思
おも

っております。 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 ほかにいかがでしょうか。 

 司会
しかい

は余
あま

り質 問
しつもん

しない方
ほう

がいいのかもしれませんが、 私
わたし

からもお 伺
うかが

いします。 

 先
さき

ほど佐川
さがわ

委員
いいん

からもご指摘
してき

がありましたけれども、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

は平 成
へいせい

２３年
ねん

に

改 定
かいてい

案
あん

が国 会
こっかい

に出
だ

される予定
よてい

なのです。その際
さい

、恐
おそ

らく、かなりの確 率
かくりつ

で 障
しょう

がい範囲
はんい

の 拡 大
かくだい

ということが 行
おこな

われると思
おも

うのです。発 達 障
はったつしょう

がい、高次脳
こうじのう

機能
きのう

障
しょう

がい、

難 病
なんびょう

も含
ふく

めてですけれども、そうなったときに、３ 障
しょう

がいだけを調 査
ちょうさ

対 象
たいしょう

として

いいのかどうか、もうちょっと言
い

うと、障
しょう

がい児
じ

の親
おや

などまで広
ひろ

げる必 要
ひつよう

があるのか、

ないのかというあたりはいかがでしょうか。 

○事務局
じむきょく

（西田
にしだ

事 業
じぎょう

計 画
けいかく

担 当
たんとう

係 長
かかりちょう

） それも含
ふく

めまして、法
ほう

改 正
かいせい

の動 向
どうこう

等
とう

もに

らみながら検 討
けんとう

したいと思
おも

いますが、今
いま

のところ、調 査
ちょうさ

の 対 象 者
たいしょうしゃ

の選 定
せんてい

の仕方
しかた

と

か、技 術 的
ぎじゅつてき

なことも含
ふく

めまして、今
いま

は、手 帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

のデータに基
もと

づいて郵 送 法
ゆうそうほう

でア

ンケートを実施
じっし

するということを 考
かんが

えております。ですから、難 病
なんびょう

の方
かた

とか、いわゆ

る手 帳
てちょう

がない方
かた

、札幌市
さっぽろし

にデータとして登 録
とうろく

されていない方
かた

をどのように把握
はあく

するか

ということでは、聞
き

き取
と

りとか意見
いけん

交 換
こうかん

も含
ふく

めてこれから検 討
けんとう

していきたいと思
おも

って

おります。 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 ありがとうございます。 

 ほかによろしいでしょうか。 

（「なし」と発 言
はつげん

する者
もの

あり） 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 それでは、時間
じかん

もありますので、この件
けん

については 終 了
しゅうりょう

させていただ

きたいと思
おも

います。 

 では、議題
ぎだい

の二
ふた

つ目
め

ですが、これは 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

ということで、発 達 障
はったつしょう

がい者
しゃ

支援
しえん

施策
しさく

についてです。 

 また、事務局
じむきょく

の方
ほう

からご説 明
せつめい

をお願
ねが

いします。 

○事務局
じむきょく

（吉
よし

森
もり

発
はっ

達
たつ

障
しょ

がい 担 当
たんちょう

係 長
かかりちょう

） 発 達
はったつ

障
しょう

がい担 当
たんとう

係 長
かかりちょう

の吉 森
よしもり

で

ございます。 

 この件
けん

につきまして、ご説 明
せつめい

を申
もう

し上
あ

げたいと思
おも

います。 
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 座
すわ

って説 明
せつめい

させていただきます。 

 私
わたし

の方
ほう

からは、２種 類
しゅるい

の資 料
しりょう

をご用意
ようい

いたしました。 

一
ひと

つ目
め

は、資 料
しりょう

２－１、普 及
ふきゅう

啓 発 用
けいはつよう

の小 冊 子
しょうさっし

でございます。これは、一 般
いっぱん

の方
かた

で

もわかりやすく、見
み

て、その 障
しょう

がいの特 性
とくせい

がわかるような冊子
さっし

をつくりたいというふう

に 考
かんが

えておりました。 発 達 障
はったつしょう

がいの、特
とく

に若 者
わかもの

が、せっかく 就 職
しゅうしょく

したにもかか

わらず、コミュニケーションがなかなかうまくとれないという理由
りゆう

で職 場
しょくば

をやめていく、

そういう方 々
かたがた

を一人
ひとり

でも減
へ

らしたいという思
おも

いを込
こ

めてつくったものでございます。昨 年
さくねん

９月
がつ

からことしの３月
がつ

までの期間
きかん

、発 達
はったつ

障
しょう

がいを含
ふく

め、障
しょう

がいのある方
かた

への 就 労
しゅうろう

支援
しえん

を市内
しない

で実 際
じっさい

にされているプロの方 々
かたがた

に集
あつ

まっていただいて、プロジェクトチーム

を立
た

ち上
あ

げてつくりました。表 紙
ひょうし

は下 町 風
したまちふう

ですが、昨 年
さくねん

はとら年
どし

だったので「虎
とら

の巻
まき

」

とつけ、とらの巻
まき

に合
あ

ったような表 紙
ひょうし

ということでこのようなデザインになっておりま

す。 

今 回
こんかい

は、自 閉 症
じへいしょう

などの高機能
こうきのう

広 汎 性
こうはんせい

発 達 障
はったつしょう

がいの方
かた

の理解
りかい

を 促
うなが

すということ

でつくっております。主 人 公
しゅじんこう

は２人
り

なのですが、１ページを開
ひら

きますと、左 下
ひだりした

に虎夫
とらお

さんという男 性
だんせい

が出
で

てまいります。虎夫
とらお

さんは、とあるベーカリーに 就 職
しゅうしょく

して、自 閉 症
じへいしょう

と診 断
しんだん

されておりますけれども、あいまいな指示
し じ

ですとか予定外
よていがい

の仕事
しごと

に戸惑
とまど

ったり、自分
じぶん

から進
すす

んで指示
し じ

を聞
き

くこともなかなかできず、怒
おこ

られることもしばしばあるということ

から入
はい

っていっております。 

４ページ、５ページを見
み

開
ひら

きでごらんください。ストーリーは全部
ぜんぶ

で八
やっ

つありますが、

見
み

開
ひら

き２ページで５こまのイラストで構 成
こうせい

いたしました。左 上 下
ひだりじょうげ

でうまくいかなかっ

た例
れい

、真
ま

ん中
なか

で互
たが

いの思
おも

いの違
ちが

い、認知
にんち

の違
ちが

いを 表 現
ひょうげん

いたしました。右
みぎ

半 分
はんぶん

で対 応
たいおう

を変
か

えてうまくいったと。一 番 下
いちばんした

は、字
じ

が小
ちい

さいですが、言
い

いたかった 障
しょう

がいの 特 徴
とくちょう

を入
い

れてあります。 

発 達 障
はったつしょう

がい者
しゃ

の 就 労
しゅうろう

を支
ささ

えている事 業 所
じぎょうしょ

などで、実 際
じっさい

に支援
しえん

するときに活 用
かつよう

し

ていただければというふうに思
おも

っておりまして、５月
がつ

以降
いこう

、この配布
はいふ

をやってきており

ますが、この４カ月
げつ

で、市内
しない

、道 内
どうなん

、そして道 外
どうがい

も含
ふく

めておよそ３００件
けん

以 上
いじょう

のお問
と

い合
あ

わせをいただいております。高 等
こうとう

養護
ようご

学 校
がっこう

の先 生 方
せんせいがた

からは、 卒 業
そつぎょう

する生徒
せいと

の

就 職 先
しゅうしょくさき

の企 業
きぎょう

開 拓
かいたく

に使
つか

いたい、 小
しょう

・ 中
ちゅう

学 校
がっこう

の養護
ようご

教 諭
きょうゆ

の先 生 方
せんせいがた

は、生徒
せいと

の
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理解
りかい

とか先 生
せんせい

の理解
りかい

を深
ふか

めていきたい、そして、ジョブコーチ、 就 労
しゅうろう

支援
しえん

関 係 者
かんけいしゃ

、

ＮＰＯ法 人
ほうじん

等
とう

の相 談
そうだん

支援
しえん

を 行
おこな

っているところ、そのほか精神科
せいしんか

の医 療
いりょう

機関
きかん

とか大 学
だいがく

や銀 行
ぎんこう

の人事課
じんじか

、ほかに支援者
しえんしゃ

の会
かい

、保護者
ほごしゃ

の会
かい

など、 勉 強 会
べんきょうかい

の 教 材
きょうざい

として使
つか

い

たいというふうな申
もう

し出
で

があります。最 近
さいきん

では、文 科 省
もんかしょう

の特 別
とくべつ

支援
しえん

教 育
きょういく

調 査 官
ちょうさかん

か

ら、全 国
ぜんこく

の養護
ようご

学 校
がっこう

の先 生
せんせい

の 研 修 会
けんしゅうかい

の 教 材
きょうざい

として使
つか

わせてほしいというふうな

連 絡
れんらく

も入
はい

っております。また、 直 接
ちょくせつ

、 障
しょう

がい福祉課
ふくしか

の事務室
じむしつ

にも、息子
むすこ

がイラスト

の虎夫
とらお

さんと同
おな

じような 表 情
ひょうじょう

をするので、どうしたらいいのか、これを参 考
さんこう

にした

いという保護者
ほごしゃ

の方
かた

がおいでになっております。ご家族
かぞく

や周 囲
しゅうい

の方 々
かたがた

に、本 人
ほんにん

が何
なに

に

困
こま

っているのか、どう対 応
たいおう

していったらいいのかということをわかりたいという思
おも

いで

使
つか

っていただいていると思
おも

っております。 

また、７月
がつ

にはこの冊子
さっし

の意見
いけん

交 換
こうかん

をいたしました。北 海 道
ほっかいどう

中 小
ちゅうしょう

企業家
きぎょうか

同 友 会
どうゆうかい

、

障 害 者
しょうがいしゃ

問 題
もんだい

委員会
いいんかい

の皆 様
みなさま

との 共 催
きょうさい

で実施
じっし

させていただいておりますが、発 達 障
はったつしょう

がい者
しゃ

の親
おや

の会
かい

の全 国
ぜんこく

組織
そしき

でありますＪＤＤネット北 海 道
ほっかいどう

の方 々
かたがた

を 中 心
ちゅうしん

に、配付先
はいふさき

の機関
きかん

、団 体
だんたい

にご案 内
あんない

いたしました結果
けっか

、１００人
にん

の方
かた

がお集
あつ

まりいただきました。

これだけの方 々
かたがた

に集
あつ

まっていただくということは、やはり、 障
しょう

がいと 就 労
しゅうろう

に関
かん

する

支援
しえん

はこれからが始
はじ

まりかなというふうな感
かん

じもいたしました。 

このとき、親
おや

の会
かい

の方
かた

から、これまで、子
こ

どもたちが職 場
しょくば

でうまくいかないときは、

上 司
じょうし

や 同 僚
どうりょう

などから、 障
しょう

がいが悪
わる

い、 障
しょう

がいがあるからうまくいかないというふ

うに言
い

われ続
つづ

けてきた、ただ、この冊子
さっし

を見
み

ると、会 社 側
かいしゃがわ

もやはり努 力
どりょく

をする余地
よ ち

が

あるのではないか、 障
しょう

がいばかりが悪
わる

くないというふうにこの冊子
さっし

は言
い

ってくれている

と思
おも

うというようなご意見
いけん

をいただいております。 私
わたし

どもも、職 場
しょくば

での通 訳 本
つうやくぼん

といい

ますか、ツールとして使
つか

っていただければありがたいと 考
かんが

えたのですが、それ以 上
いじょう

に、

ご家族
かぞく

への励
はげ

ましという役 割
やくわり

という見方
みかた

、そういう位置
い ち

づけもあったのかなということ

に気
き

づかされております。これからも、多
おお

くの 就 労
しゅうろう

支援者
しえんしゃ

の中
なか

で互
たが

いに理解
りかい

し合
あ

える

よう、辞書
じしょ

のような一
ひと

つのツールとして使
つか

っていただけるようにと 考
かんが

えております。 

 続
つづ

きまして、二
ふた

つ目
め

の資 料
しりょう

でございますが、つづられている資 料
しりょう

２－２の札幌市
さっぽろし

発 達 障
はったつしょう

がい者
しゃ

支援
しえん

施策
しさく

体 系
たいけい

です。 

 札幌市
さっぽろし

では、子
こ

どもから大人
おとな

までの発 達 障
はったつしょう

がい者
しゃ

が一 貫
いっかん

した支援
しえん

を受
う

けられる体 制
たいせい
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づくりに取
と

り組
く

んできておりますが、今後
こんご

の有 効
ゆうこう

な支援
しえん

づくりに向
む

けた作 業
さぎょう

として

発 達 障
はったつしょう

がい者
しゃ

支援
しえん

に関 係
かんけい

する札幌市
さっぽろし

の部 局
ぶきょく

、関 連
かんれん

事 業
じぎょう

に関
かん

する整理
せいり

を 行
おこな

いまし

た。これが体系図
たいけいず

でございます。 

 これは、平 成
へいせい

１７年度
ねんど

から始
はじ

めている、札幌市
さっぽろし

発 達 障
はったつしょう

がい支援
しえん

関 係
かんけい

機関
きかん

連 絡
れんらく

会議
かいぎ

という 発 達 障
はったつしょう

がいの方
かた

の保護者
ほごしゃ

、それから支援
しえん

機関
きかん

、関 係 者
かんけいしゃ

、市
し

の 職 員
しょくいん

で構 成
こうせい

さ

れた会議
かいぎ

がありますが、その会議
かいぎ

の報 告 書
ほうこくしょ

をベースとして現 在
げんざい

の 実 情
じつじょう

を加味
か み

してつく

りました。 

例
たと

えば、３５ページをごらんください。 

Ａ３判
ばん

横
よこ

のたたんである資 料
しりょう

ですが、全 体
ぜんたい

の 目 標
もくひょう

と基本
きほん

目 標
もくひょう

、それから、横
よこ

に

対 象 者
たいしょうしゃ

、施策
しさく

、関 連
かんれん

事 業
じぎょう

という並
なら

びでつくっております。基本
きほん

目 標
もくひょう

としては、早期
そうき

発 見
はっけん

、早期
そうき

に支援
しえん

をしていく、そして、その下
した

には地域
ちいき

生 活
せいかつ

就 労
しゅうろう

支援
しえん

と続
つづ

いていく

のですが、早期
そうき

発 見
はっけん

、早期
そうき

支援
しえん

の中
なか

では対 象 者
たいしょうしゃ

を決
き

めております。そして、その対 象 者
たいしょうしゃ

への施策
しさく

を続
つづ

けておりまして、それに対
たい

する関 連
かんれん

事 業
じぎょう

を書
か

いておりますけれども、早期
そうき

に気
き

づいて支援
しえん

につなげるものとして、一 番 上
いちばんうえ

の、早期
そうき

に気
き

づき、その子
こ

に応
おう

じた養 育
よういく

環 境
かんきょう

を 整
ととの

え、そして養 育 者
よういくしゃ

の方 々
かたがた

がその子
こ

に合
あ

った養 育
よういく

行 動
こうどう

がとれるための事 業
じぎょう

というふうなつくりをしております。 

その下
した

の２ページ目
め

には、ネットワークというふうに続
つづ

いておりますけれども、この

ように現 在
げんざい

行
おこな

っている事 業
じぎょう

を集
あつ

めて体系化
たいけいか

して全 体
ぜんたい

を眺
なが

めてみると、やはり、取
と

り

組
く

みが必 要
ひつよう

である、今後
こんご

課題
かだい

であるというところが浮
う

き彫
ぼ

りにされてきていると 考
かんが

えて

おります。 充 実
じゅうじつ

を必 要
ひつよう

とする課題
かだい

に対
たい

する今後
こんご

の施策
しさく

の 充 実
じゅうじつ

に向
む

けて活 用
かつよう

してい

きたいというふうに 考
かんが

えています。 

その後
あと

に４種 類
しゅるい

のマップをつけております。全部
ぜんぶ

で４枚
まい

ありますが、相 談
そうだん

窓 口
まどぐち

を示
しめ

す 一 覧 表
いちらんひょう

でございます。今
いま

、印 刷
いんさつ

にかけている 最 中
さいちゅう

ですが、完 成
かんせい

次第
しだい

、地域
ちいき

の関 係
かんけい

機関
きかん

等
など

を 中 心
ちゅうしん

に配付
はいふ

しまして、ご活 用
かつよう

いただけるように準 備
じゅんび

をしてまいりたいという

ふうに 考
かんが

えております。 

以 上
いじょう

でございます。 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 ありがとうございました。 

 発 達 障
はったつしょう

がい児
じ

支援
しえん

の施策
しさく

ということで、「虎
とら

の巻
まき

」と施策体系図
しさくたいけいず

についてご説 明
せつめい

い
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ただきました。 

 委員
いいん

の皆
みな

さんから何
なに

かご質 問
しつもん

、ご意見
いけん

はございますか。 

 「虎
とら

の巻
まき

」は、非 常
ひじょう

にわかりやすく、よくできていて、これはいろいろ使
つか

えそうです

ね。 

 何
なに

か、ご質 問
しつもん

はありませんか。 

（「なし」と発 言
はつげん

する者
もの

あり） 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 なければ、この件
けん

についてはこれで 終 了
しゅうりょう

させていただきたいと思
おも

いま

す。 

 続
つづ

きまして、議題
ぎだい

の三
み

つ目
め

ですが、これも 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

ということで、移動
いどう

支援
しえん

のガ

イドラインの作 成
さくせい

についてです。 

 これもまた、事務局
じむきょく

の方
ほう

からご説 明
せつめい

をお願
ねが

いします。 

○事務局
じむきょく

（安田
やすだ

給 付
きゅうふ

管理
かんり

係 長
かかりちょう

） 給 付
きゅうふ

管理
かんり

係 長
かかりちょう

の安田
やすだ

でございます。 

 この件
けん

につきまして、 私
わたし

の方
ほう

からご説 明
せつめい

させていただきたいと思
おも

います。 

 移動
いどう

支援
しえん

ガイドラインですけれども、そもそも移動
いどう

支援
しえん

とは何
なに

かというところになりま

すが、これは、外 出
がいしゅつ

時
じ

に移動
いどう

が困 難
こんなん

な 障
しょう

がいのある方
かた

に、ヘルパーを派遣
はけん

して移動
いどう

の

介 助
かいじょ

を 行
おこな

うサービスということになっております。このサービスにつきましては、自立
じりつ

支援法
しえんほう

施行前
しこうまえ

までは国
くに

の方
ほう

の定
さだ

めるサービスでございましたが、自立
じりつ

支援法
しえんほう

施行後
しこうご

は

市 町 村
しちょうそん

サービスになっております。 

 このガイドラインでございますが、これは、我 々
われわれ

行 政
ぎょうせい

機関
きかん

と事 業 者
じぎょうしゃ

、利用者
りようしゃ

との意見
いけん

交 換 会
こうかんかい

の中
なか

から生
う

まれたものでございます。移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

につきましては、そもそも

どのような移動
いどう

についてこのサービスが認
みと

められるのか、認
みと

められないのかといったと

ころの 境 界
きょうかい

が非 常
ひじょう

にあいまいということで、多
おお

くの疑問
ぎもん

とか、さらにはご要 望
ようぼう

が多
おお

く

あったことから、私
わたし

どもは昨 年
さくねん

の１０月
がつ

から各区
かくく

を回
まわ

って事 業 者
じぎょうしゃ

並
なら

びに利用者
りようしゃ

と意見
いけん

交 換 会
こうかんかい

を 行
おこな

ってまいりました。そして、その中
なか

で出
だ

されたさまざまなご質 問
しつもん

に対
たい

す

る答
こた

えをまとめるとともに、可能
かのう

な限
かぎ

りご要 望
ようぼう

を取
と

り入
い

れて作 成
さくせい

したのがこのガイド

ラインでございます。 

 当 初
とうしょ

、意見
いけん

交 換 会
こうかんかい

を始
はじ

めるに当
あ

たっては、ガイドラインをまとめるつもりはなかっ

たのですけれども、事 業 者
じぎょうしゃ

との意見
いけん

交 換 会
こうかんかい

の中
なか

で 最
もっと

も多
おお

かった要 望
ようぼう

というのが、実
じつ
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はこの意見
いけん

交 換 会
こうかんかい

を踏
ふ

まえた詳
くわ

しいガイドラインを作 成
さくせい

してほしいということでござ

いましたので、急 遽
きゅうきょ

、作 成
さくせい

することといたしまして、ことしの６月
がつ

に入
はい

ってご提示
ていじ

さ

せていただいたものでございます。さらに、案
あん

ができた段 階
だんかい

ですぐに確 定
かくてい

してポンとお

出
だ

しするのではなく、また各区
かくく

を回
まわ

って事 業 者
じぎょうしゃ

に説 明
せつめい

させていただいて、新
あら

たなご質 問
しつもん

等
とう

を取
と

り入
い

れながら作 成
さくせい

したものでございます。この作成後
さくせいご

は、当 然
とうぜん

、全 事 業 者
ぜんじぎょうしゃ

に

お送
おく

りするとともに、全区
ぜんく

に配架
はいか

させていただいて、ホームページ、さらには全 国
ぜんこく

の政 令
せいれい

市
し

に配付
はいふ

したものでございます。 

 この移動
いどう

支援
しえん

のガイドラインの中身
なかみ

でございますけれども、当 然
とうぜん

、この意見
いけん

交 換 会
こうかんかい

の

中
なか

で寄
よ

せられた質 問
しつもん

、または 行 政
ぎょうせい

に寄
よ

せられた多
おお

くの質 問
しつもん

への答
こた

えを載
の

せさせてい

ただくと同時
どうじ

に、要 望
ようぼう

としてありました幾
いく

つかのものを加
くわ

えて、移動
いどう

支援
しえん

の範囲
はんい

を拡 大
かくだい

した 形
かたち

でこのガイドラインを作 成
さくせい

させていただいたものでございます。 

 以 上
いじょう

、 概 略
がいりゃく

についてはこのようになっております。 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 ありがとうございました。 

 移動
いどう

支援
しえん

のガイドラインの作成
さくせい

についてということで 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をいただきました

けれども、この件
けん

について、何
なに

か委員
いいん

の皆
みな

さんからご質 問
しつもん

、ご意見
いけん

はございますか。 

○佐川
さがわ

委員
いいん

 移動
いどう

支援
しえん

のガイドラインは、自立
じりつ

支援法
しえんほう

がかなりいろいろな 形
かたち

で改 正
かいせい

さ

れた中
なか

で、札幌市
さっぽろし

の今
いま

までの移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

の中身
なかみ

が、意見
いけん

交 換 会
こうかんかい

等
とう

において、このガ

イドラインの中
なか

でかなり活 動
かつどう

しやすいような範囲
はんい

に広
ひろ

げられたと思
おも

っております。ただ、

国
くに

の政 策
せいさく

にコミュニケーション支援
しえん

というようなものがある中
なか

で、例
たと

えば、視 覚 障
しかくしょう

が

い者
しゃ

部門
ぶもん

の移動
いどう

支援
しえん

の中
なか

のコミュニケーションは、例
たと

えば代 読
だいどく

、代 筆
だいひつ

といった中
なか

で、

今
いま

までは家
いえ

から家
いえ

まで送
おく

り迎
むか

えするに当
あ

たって玄 関
げんかん

から玄 関
げんかん

までということでありま

した。しかし、コミュニケーション支援
しえん

というものが入
はい

ってくると、代 読
だいどく

とか代 筆
だいひつ

がか

なうようになった、あるいは、 外 出
がいしゅつ

するまでの準 備
じゅんび

についても認
みと

められるようになっ

てきました。その代 筆
だいひつ

、代 読
だいどく

の範囲
はんい

は、例
たと

えば、玄 関 先
げんかんさき

で来
き

た手紙
てがみ

のあて先
さき

を読
よ

んで

もらう、あるいは、ちょっとした簡 単
かんたん

な 文 章
ぶんしょう

を書
か

いてもらう。外 出 先
がいしゅつさき

の場合
ばあい

はいい

のですが、自宅
じたく

で、例
たと

えば、家庭
かてい

の玄 関 先
げんかんさき

ではなくて中
なか

へ入
はい

って上
あ

がり込
こ

んでこれを読
よ

んでくれと、こういう 文 章
ぶんしょう

が来
き

ているからこれに中身
なかみ

を書
か

いてほしい、あるいは、準 備
じゅんび

に当
あ

たりましては、冷蔵庫
れいぞうこ

にいろいろ入
はい

っているのけれども、どこにどうやって自分
じぶん

でし
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まったかわからないので中身
なかみ

を見
み

てくれとか、ちょっと上
あ

がってくれといった場合
ばあい

に、ど

こからどこの範囲
はんい

なのか、居 宅
きょたく

介護
かいご

との関 係
かんけい

もあるのでしょうが、あるいは時間的
じかんてき

な関 係
かんけい

もあろうかと思
おも

いますが、これらの細
こま

かい指針
ししん

は各 事 業 所
かくじぎょうしょ

で決
き

めるということなので

しょうか。 

○事務局
じむきょく

（安田
やすだ

給 付
きゅうふ

管理
かんり

係 長
かかりちょう

） どこまでが移動
いどう

支援
しえん

として認
みと

められるか、今
いま

のお

話
はなし

を聞
き

いても 難
むずか

しいなというふうに委員
いいん

の皆
みな

さんもお 考
かんが

えになるかと思
おも

います。私
わたし

も、今
いま

お聞
き

きして、どこまで認
みと

められるというふうにこの場
ば

で言
い

っていいのか、正 直
しょうじき

、

難
むずか

しいところがありますので、持
も

ち帰
かえ

って検 討
けんとう

させていただきます。ただ、そういっ

たご質 問
しつもん

等
とう

はこれから多
おお

くいただくことになると思
おも

いますので、またこのガイドライン

の方
ほう

に載
の

せさせていただいて事 業 者
じぎょうしゃ

周 知
しゅうち

等
とう

を図
はか

っていきたいと 考
かんが

えているところで

ございます。 

 原 則
げんそく

として、 外 出
がいしゅつ

に 伴
ともな

って必 要
ひつよう

となる身
み

の回
まわ

りのお世話
せ わ

なのですね。ですから、

家
いえ

の中
なか

に上
あ

がり込
こ

んで 外 出
がいしゅつ

準 備
じゅんび

行為
こうい

に必 要
ひつよう

のないものについては、多分
たぶん

、それは家事
か じ

援 助
えんじょ

の 範 疇
はんちゅう

に入
はい

るのかなというふうに 私
わたし

は今
いま

考
かんが

えております。 

○佐川
さがわ

委員
いいん

 代 筆
だいひつ

、代 読
だいどく

に関
かん

しては、その中身
なかみ

の問 題
もんだい

もありましょうし、時間的
じかんてき

な問 題
もんだい

もあるかとは思
おも

うのですが、今後
こんご

、そこら辺
へん

も検 討
けんとう

していただきたいと思
おも

います。よろ

しくお願
ねが

いします。 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 難
むずか

しいですね。このニーズに関
かん

してはこっちのサービス、その続
つづ

きの

このニーズに関
かん

してはこっちのサービスと、利用者側
りようしゃがわ

からすれば本 当
ほんとう

は全部
ぜんぶ

つながって

いるのですけれども、サービスが類型化
るいけいか

されているところの問 題
もんだい

もあるのでしょう。 

 検 討
けんとう

させてくださいということですので、よろしくお願
ねが

いします。 

 ほかにいかがでしょうか。 

（「なし」と発 言
はつげん

する者
もの

あり） 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 ないようでしたら、次
つぎ

の議題
ぎだい

に移
うつ

らせていただきます。 

 次
つぎ

は、４番目
ばんめ

の国
くに

の 障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の動
うご

きについてということで、先
さき

ほども少
すこ

しお 話
はなし

がありましたけれども、具体的
ぐたいてき

な動
うご

きの概 要
がいよう

について事務局
じむきょく

の方
ほう

からご説 明
せつめい

を

いただきたいと思
おも

います。お願
ねが

いします。 

○事務局
じむきょく

（西田
にしだ

事 業
じぎょう

計 画
けいかく

担 当
たんとう

係 長
かかりちょう

） 事 業
じぎょう

計 画
けいかく

担 当
たんとう

係 長
かかりちょう

の西田
にしだ

と申
もう

します。 
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 資 料
しりょう

４をごらんください。 

 Ａ３判
ばん

の横
よこ

になっているものです。 

 現 在
げんざい

、内閣府
ないかくふ

に設置
せっち

されております 障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

などにおきまして、

制度
せいど

改 革
かいかく

に向
む

けた議論
ぎろん

が進
すす

められていることはご承 知
しょうち

のとおりだと思
おも

います。障
しょう

がい

者
しゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

施策
しさく

を見直
みなお

すまでの 間
あいだ

におきまして、自立
じりつ

支援法
しえんほう

の一部
いちぶ

を改 正
かいせい

する法 律 案
ほうりつあん

というものが５月
がつ

下 旬
げじゅん

に衆 議 院
しゅうぎいん

厚 生
こうせい

労 働
ろうどう

委 員 長
いいんちょう

提 案
ていあん

という 形
かたち

で衆 議 院
しゅうぎいん

を可決
かけつ

し、参議院
さんぎいん

に送
おく

られたところでございましたけれども、本
ほん

会議
かいぎ

が開 催
かいさい

されず、６月
がつ

中 旬
ちゅうじゅん

に廃 案
はいあん

になったという経緯
けいい

がございました。 

 先
さき

ほどの推 進
すいしん

会議
かいぎ

などでの議論
ぎろん

を踏
ふ

まえまして、政府
せいふ

におきまして、６月
がつ

２９日
にち

に、

障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の推 進
すいしん

のための基本的
きほんてき

な方 向
ほうこう

についてというものが閣議
かくぎ

決 定
けってい

され

たところでございます。それが資 料
しりょう

４と書
か

いてあるものでございます。障 害 者 権 利 条 約
しょうがいしゃけんりじょうやく

の締 結
ていけつ

に必 要
ひつよう

な国 内 法
こくないほう

の整備
せいび

を初
はじ

めとする 障
しょう

がい者
しゃ

に係
かか

る制度
せいど

の 集 中 的
しゅうちゅうてき

な

改 革
かいかく

の推 進
すいしん

を図
はか

るものというふうになっておりまして、内 容 的
ないようてき

にはこれからご説 明
せつめい

す

るようなことになっております。 

 資 料
しりょう

の一 番 上
いちばんうえ

の目 的
もくてき

・基本的
きほんてき

な 考
かんが

え方
かた

というところですけれども、これは、 障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず、相互
そうご

に個性
こせい

の差異
さ い

と多様性
たようせい

と 尊 重
そんちょう

し、人 格
じんかく

を認
みと

め合
あ

う 共 生
きょうせい

社 会
しゃかい

の実 現
じつげん

を図
はか

るというものでございます。 

 次
つぎ

に、 左 上
ひだりうえ

の枠
わく

の中
なか

にありますが、方 向 性
ほうこうせい

でございます。地域
ちいき

生 活
せいかつ

の実 現
じつげん

とイ

ンクルーシブな社 会
しゃかい

の構 築
こうちく

、二
ふた

つ目
め

として、障
しょう

がいのとらえ方
かた

と諸定義
しょていぎ

の明確化
めいかくか

の二
ふた

つが掲
かか

げられているところでございます。 

 その下
した

に行
い

きまして、今後
こんご

の改 革
かいかく

の進
すす

め方
かた

といたしまして、まず、一
ひと

つ目
め

は、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の改 正
かいせい

等
とう

について平 成
へいせい

２３年
ねん

の法 案
ほうあん

提 出
ていしゅつ

を目指
め ざ

すというもの、二
ふた

つ目
め

とし

て、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の禁止
きんし

に関
かん

する法 律
ほうりつ

について平 成
へいせい

２５年
ねん

の法 案
ほうあん

提 出
ていしゅつ

を

目指
め ざ

すというもの、三
み

つ目
め

として、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

を廃止
はいし

し、制度
せいど

の谷間
たにま

のない支援
しえん

の 提 供
ていきょう

、個々
こ こ

のニーズに基
もと

づいた地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

体 系
たいけい

の整備
せいび

等
とう

を内 容
ないよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

について、平 成
へいせい

２４年
ねん

の法 案
ほうあん

提 出
ていしゅつ

、平 成
へいせい

２５年
ねん

８月
がつ

までの施行
しこう

を目指
め ざ

すというものでございます。 

 最後
さいご

に、資 料
しりょう

の右
みぎ

に行
い

きまして、個別
こべつ

分野
ぶんや

の検 討
けんとう

項 目
こうもく

ということですけれども、検 討
けんとう
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項 目
こうもく

が１１項 目
こうもく

上
あ

げられておりまして、一
ひと

つ目
め

が労 働
ろうどう

及
およ

び雇用
こよう

、二
ふた

つ目
め

が 教 育
きょういく

、三
みっ

つ目
め

が所 得
しょとく

保 障
ほしょう

、四
よっ

つ目
め

に医 療
いりょう

、五
いつ

つ目
め

が 障
しょう

がい児
じ

支援
しえん

、六
むつ

つ目
め

が 虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

、七
なな

つ目
め

が建 物
たてもの

利用
りよう

・交 通
こうつう

アクセス、八
やっ

つ目
め

が 情 報
じょうほう

アクセス・コミュニケーション保 障
ほしょう

、

九
ここの

つ目
め

が政治
せいじ

参加
さんか

、１０番目
ばんめ

に司法
しほう

手 続
てつづき

、最後
さいご

に国 際
こくさい

協 力
きょうりょく

という検 討
けんとう

項 目
こうもく

が上
あ

げ

られております。 

細
こま

かい内 容
ないよう

につきましては、Ａ３判
ばん

資 料
しりょう

の次
つぎ

に、１ページ目
め

から８ページ目
め

までに

かかる閣議
かくぎ

決 定
けってい

の文 書
ぶんしょ

をつけておりますので、ご 参 照
さんしょう

していただければと思
おも

います。 

以 上
いじょう

でございます。 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 国
こく

の制度
せいど

改 革
かいかく

の動
うご

きについて 概 略
がいりゃく

をご説 明
せつめい

いただきました。 

 今
いま

の国
くに

の制度
せいど

改 革
かいかく

の動
うご

きについて、何
なに

かご質 問
しつもん

がある委員
いいん

の方
かた

はおられますか。 

○佐川
さがわ

委員
いいん

 質 問
しつもん

というか、お願
ねが

いです。 

 実
じつ

は、先
さき

ほど言
い

われましたように、自立
じりつ

支援法
しえんほう

が参議院
さんぎいん

に送
おく

られて、成 立
せいりつ

寸 前
すんぜん

のと

ころで廃 案
はいあん

になってしまったわけです。今
いま

、推 進
すいしん

委員会
いいんかい

の方
ほう

で検 討
けんとう

されていまして、

それを第
だい

１次
じ

意見書
いけんしょ

として内 閣
ないかく

の方
ほう

に送
おく

られて、それが閣議
かくぎ

決 定
けってい

されました。この意見書
いけんしょ

の中身
なかみ

は、ホームページにも出
で

ていますが、かなりの 量
りょう

があります。その中
なか

で、 障
しょう

が

い者
しゃ

と 健 常 者
けんじょうしゃ

が本 当
ほんとう

に同 等
どうとう

の立場
たちば

で生 活
せいかつ

できるように、あるいは、それが 障
しょう

がい

者
しゃ

にとって不利益
ふりえき

にならないように、あるいは、障
しょう

がい者
しゃ

の不利益
ふりえき

なことは健 常 者
けんじょうしゃ

に

とっても不利益
ふりえき

な部分
ぶぶん

があるというようなことが書
か

かれています。そして、例
たと

えば、コミ

ュニケーション、 情 報
じょうほう

とか、交 通
こうつう

福祉法
ふくしほう

だとか、それから権利
けんり

条 約
じょうやく

だとか、いろい

ろなことが書
か

かれて、こう改 善
かいぜん

しろと意見書
いけんしょ

が出
で

ていますが、各 団 体
かくだんたい

によって、その中身
なかみ

について、本 当
ほんとう

に、例
たと

えば、 教 育
きょういく

なんかで言
い

うと特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

の今後
こんご

の改 革
かいかく

はお

かしいということで、これからまた反 対
はんたい

運 動
うんどう

とかが起
お

きるらしいのですが、 障
しょう

がい者
しゃ

団 体
だんたい

によって反 対
はんたい

するものが結 構
けっこう

あります。それについて、また第
だい

２次
じ

意見書
いけんしょ

等
とう

をま

とめるのですが、交 通
こうつう

福祉法
ふくしほう

、バリフリーは国土
こくど

交 通 省
こうつうしょう

ですが、そういうふうにとに

かく 各 省 庁
かくしょうちょう

で法 案
ほうあん

を作 成
さくせい

しなさい、 各 省 庁
かくしょうちょう

によって平 成
へいせい

２２年 度 中
ねんどちゅう

に法 案
ほうあん

を作 成
さくせい

しなさいと、あるいは平 成
へいせい

２３年 度 中
ねんどちゅう

に法 案
ほうあん

を作 成
さくせい

しなさいというふうに

意見書
いけんしょ

が出
で

ているわけです。 

ところが、中
なか

については非 常
ひじょう

にいいことも書
か

いてあるのですが、施行
しこう

は平 成
へいせい

２５年
ねん

８
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月
がつ

だと。本 当
ほんとう

を言
い

うと、 障
しょう

がい者
しゃ

団 体
だんたい

としては平 成
へいせい

２５年
ねん

まで待
ま

っていられないの

です。ましてや、今
いま

の民 主 党
みんしゅとう

政 権
せいけん

はいつ倒
たお

れるかわかりません。政 権
せいけん

がかわると、ま

たこの中身
なかみ

のやり方
かた

が変
か

わってしまうわけです。そんなことで、せっかく 各 省 庁
かくしょうちょう

で早目
はやめ

に法 案
ほうあん

ができるところはできていくのですから、本 当
ほんとう

にできたときから法 案
ほうあん

を通
とお

して施行
しこう

して、まとめて平 成
へいせい

２５年度
ねんど

からということではなく、施行
しこう

していただきたいなと思
おも

う

のです。 

新
あたら

しく改 正
かいせい

された法 案
ほうあん

の中
なか

に、各 公 共
かくこうきょう

団 体
だんたい

に対
たい

する施策
しさく

というか、公 共
こうきょう

団 体
だんたい

でこういうふうにした方
ほう

がいいよ、こういうふうにしなさいというようなものが結 構
けっこう

あ

ります。例
たと

えば、バリアフリーにしても、今
いま

は 重 点 的
じゅうてんてき

に整備
せいび

となっていますが、本 当
ほんとう

に格差
かくさ

が 生
しょう

じているということが書
か

かれていて、格差
かくさ

がないようにとか、あるいは、コ

ミュニケーション支援
しえん

でも細
こま

かいことが書
か

かれています。これは、国
くに

の法
ほう

ができる前
まえ

で

あっても、各 公 共
かくこうきょう

団 体
だんたい

で、先
さき

ほどもありましたように、例
たと

えば、札幌市
さっぽろし

なら札幌市
さっぽろし

の

障
しょう

がい福祉
ふくし

制度
せいど

の見直
みなお

しとかがありますので、その中
なか

でアンケートをとりながら、国
くに

の

法 律
ほうりつ

が決
き

まらなくても、各 公 共
かくこうきょう

団 体
だんたい

でできるものはどんどん取
と

り入
い

れてやっていただ

きたいという要 望
ようぼう

でございます。 

以 上
いじょう

です。 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 今
いま

、佐川
さがわ

委員
いいん

からご要 望
ようぼう

をいただきましたけれども、事務局
じむきょく

の方
ほう

で何
なに

か

ありますか。 

○事務局
じむきょく

（天田
あまだ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課 長
かちょう

） 佐川
さがわ

委員
いいん

のご要 望
ようぼう

については、 私
わたし

たちも重
おも

く受
う

けとめたいと思
おも

っております。 

 先
さき

ほど、１点目
てんめ

の 障
しょう

がい福祉
ふくし

計 画
けいかく

、それから、障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の改 定
かいてい

作 業
さぎょう

のプロセスのことでご説 明
せつめい

いたしましたが、国
くに

の施策
しさく

も、 昔
むかし

であれば大 体
だいたい

５年
ねん

、１０

年
ねん

スパンで見直
みなお

しがかかっていました。そういう時代
じだい

から、最 近
さいきん

は１年
ねん

、２年
ねん

で、また

は、政 権
せいけん

がかわることでガラリと変
か

わると、これは、当事者
とうじしゃ

にとって、当事者
とうじしゃ

を含
ふく

めた

市民
しみん

にとって本 当
ほんとう

にいいことなのだろうかという疑問
ぎもん

が実
じつ

はございます。ただし、我 々
われわれ

としては、何
なん

とかしてそれを受
う

けとめながら施策
しさく

に反 映
はんえい

していきたいというふうに思
おも

っ

ております。 

 やはり、国
くに

としては早目
はやめ

に方 向 性
ほうこうせい

を示
しめ

していただきたい、これは自治体
じちたい

としては最 大
さいだい
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のお願
ねが

いであります。一 方
いっぽう

で、各 法 律
かくほうりつ

はだれを拘 束
こうそく

するのか。当 然
とうぜん

、利便性
りべんせい

を図
はか

っ

ていくということであれば、利用
りよう

の当事者
とうじしゃ

は 障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

、またはそのご家族
かぞく

というこ

とになると思
おも

います。ある法 律
ほうりつ

では 行 政
ぎょうせい

を拘 束
こうそく

し、ある法 律
ほうりつ

では事 業 所
じぎょうしょ

を拘 束
こうそく

し、

その事 業 所
じぎょうしょ

も、例
たと

えば雇用
こよう

の分野
ぶんや

もあるでしょうし、交 通
こうつう

事 業 者
じぎょうしゃ

ということもありま

す。そういたしますと、やはり一 定
いってい

の準 備
じゅんび

期間
きかん

が 十 分
じゅうぶん

になければ、逆
ぎゃく

に言
い

いますと、

これまでの 私
わたし

たちが経 験
けいけん

してきた支援費
しえんひ

制度
せいど

、 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

も 十 分
じゅうぶん

に準 備
じゅんび

期間
きかん

がなかったために非 常
ひじょう

に混 乱
こんらん

したという苦
にが

い経 験
けいけん

があります。そういった面
めん

では、

準 備
じゅんび

期間
きかん

についてはきちんととるべきでないかというふうな気持
き も

ちもあります。 

 そこで、 私
わたし

たちとしては、次
つぎ

に何
なに

ができるかということになりますと、佐川
さがわ

委員
いいん

から

ご提 言
ていげん

がありましたように、方 向 性
ほうこうせい

が示
しめ

されたということであれば、それをできるだ

け計 画
けいかく

の中
なか

に反 映
はんえい

していく、また、計 画
けいかく

ではなくても予算
よさん

の中
なか

で反 映
はんえい

していくとい

う方 法
ほうほう

もあるのではないかなというふうに思
おも

っています。今
いま

、直
ただ

ちに具体的
ぐたいてき

ということ

ではございませんが、 私
わたし

たちもそういった方 向 性
ほうこうせい

で今 回
こんかい

の計 画
けいかく

の改 定
かいてい

作 業
さぎょう

に臨
のぞ

ん

でいきたいと思
おも

いますが、これも、いかんせん、見直
みなお

しの内 容
ないよう

が出
で

てくるかどうかとい

う時期
じ き

が、我
わ

が方
ほう

としてはちょうど作 業
さぎょう

のエンドポイントを迎
むか

える時期
じ き

でもある、そう

いう意味
い み

では非 常
ひじょう

に悩
なや

ましいなというところでございます。 

 最後
さいご

のところでお 話
はなし

をしようと思
おも

っていたのですが、福祉
ふくし

計 画
けいかく

は、障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

、 障
しょう

がい福祉
ふくし

計 画
けいかく

だけではなくて、先
さき

ほどは介護
かいご

保険
ほけん

計 画
けいかく

と高 齢 者
こうれいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

のお 話
はなし

もいたしましたが、もう一
ひと

つは、実
じつ

はもっと広
ひろ

い地域
ちいき

福祉
ふくし

社 会
しゃかい

計 画
けいかく

とい

うものがあります。札幌市
さっぽろし

でいきますと福祉
ふくし

計 画
けいかく

は大
おお

きくはこの三
みっ

つで、グループ的
てき

に

言
い

うと 障
しょう

がい者
しゃ

、高 齢 者
こうれいしゃ

、それから、それらを含
ふく

めて市民
しみん

サービス全 体
ぜんたい

に係
かか

るいわ

ゆる地域
ちいき

福祉的
ふくしてき

な関 連
かんれい

での地域
ちいき

社 会
しゃかい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

があります。これは、それぞれ関 連
かんれん

のあ

るものですので、これをばらばらにつくるということではなくて、きちんと関 連 性
かんれんせい

を持
も

た

せたものをつくっていくということが、我 々
われわれ

としては当 然
とうぜん

必 要
ひつよう

なことになります。 

 参 考
さんこう

までに、これらも、実
じつ

は平 成
へいせい

１５年
ねん

に制 定
せいてい

しまして、平 成
へいせい

２４年
ねん

が 最 終
さいしゅう

年次
ねんじ

です。しかし、今
いま

のところ、それぞれについて、１年
ねん

、前 倒
まえだお

しをいたしまして、平 成
へいせい

２

４年度
ねんど

からの計 画
けいかく

スタートという 形
かたち

で足並
あしな

みをそろえようというふうに 庁 内
ちょうない

の会議
かいぎ

の

中
なか

でも話
はな

し合
あ

っております。そういった足並
あしな

みにも何
なん

とか乗
の

れるような 形
かたち

で作 業
さぎょう

を進
すす
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めていきたいというふうに思
おも

っております。 

 以 上
いじょう

です。 

○佐川
さがわ

委員
いいん

 よろしくお願
ねが

いしたいと思
おも

います。国
くに

の政 策
せいさく

、それから、札幌市
さっぽろし

の 考
かんが

え

方
かた

もあろうかと思
おも

いますけれども、 情 報
じょうほう

はいろいろ変
か

わります。そんなことで、でき

れば、こういう推 進
すいしん

会議
かいぎ

のときだけではなくて、各委員
かくいいん

にこういう 情 報
じょうほう

がありますと

いうことを事前
じぜん

に 提 供
ていきょう

していただければありがたいなと思
おも

います。よろしくお願
ねが

いし

ます。 

○事務局
じむきょく

（天田
あまだ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課 長
かちょう

） 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

の方 法
ほうほう

については 十 分
じゅうぶん

検 討
けんとう

させ

ていただきたいと思
おも

います。 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 ありがとうございました。よろしくお願
ねが

いします。 

 委員
いいん

の皆
みな

さん、ほかに何
なに

かございますか。 

○岡
おか

委員
いいん

 ちらっと出
で

てきたのですが、基本的
きほんてき

には 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の批 准
ひじゅん

に向
む
け

ての環 境
かんきょう

整備
せいび

だと思
おも

うのですけれども、国
くに

としてはいつごろ批 准
ひじゅん

するというような筋 道
すじみち

の 情 報
じょうほう

は札幌市
さっぽろし

にあるのでしょうか。 

○事務局
じむきょく

（天田
あまだ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課 長
かちょう

） これは、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

については内閣府
ないかくふ

、条 約
じょうやく

の批 准
ひじゅん

等
とう

の手 続
てつづき

は外 務 省
がいむしょう

ということになりますので、いずれにしても厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

以外
いがい

の 省 庁
しょうちょう

で所 管
しょかん

しておりまして、そこから 直 接 的
ちょくせつてき

な 情 報
じょうほう

があるわけではあり

ません。間 接 的
かんせつてき

な 情 報
じょうほう

ということで個人的
こじんてき

に承 知
しょうち

しているものとしましては、今
いま

の

ところ、何 年
なんねん

に批 准
ひじゅん

するというところまではいっておりません。やはり、国 内 法
こくないほう

の整備
せいび

が先
さき

であろうということはありますが、これも、どこまで整備
せいび

をすれば、また、整備
せいび

目 標
もくひょう

が立
た

てば批 准
ひじゅん

するかしないか、ここも実
じつ

は政府
せいふ

関 係 者
かんけいしゃ

と 障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

の団 体
だんたい

でかな

り意見
いけん

が分
わ

かれているというふうに聞
き

いております。そういった面
めん

では、何
なに

が問 題
もんだい

にな

っているかというと、法 律 上
ほうりつじょう

、障
しょう

がい者
しゃ

の権利性
けんりせい

をきちんと明文化
めいぶんか

されなければ、先
さき

に 条 約
じょうやく

を批 准
ひじゅん

してしまうとそれでいいということになるのかというところが当事者
とうじしゃ

団 体
だんたい

としての意見
いけん

です。そういうことで、先
さき

に国 内 法
こくないほう

を整備
せいび

すべきであるという 考
かんが

え方
かた

の

もとに、今
いま

、 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

を含
ふく

めた各 法
かくほう

の整備
せいび

を進
すす

めていくというふうになったの

だと思
おも

います。そういった面
めん

では、それぞれの法 律
ほうりつ

の施行
しこう

期日
きじつ

をいつごろにしようかと

いうのはこれからあると思
おも

いますが、ある程度
ていど

それらのめどが立
た

った時点
じてん

で 条 約
じょうやく

を批 准
ひじゅん
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するのかなというふうに思
おも

います。そうすると、いつごろかというところですけれども、

平 成
へいせい

２５年
ねん

だと遅
おそ

いと思
おも

いますので、多分
たぶん

、２４年
ねん

あたりをめどにしているのかなと

いうふうに個人的
こじんてき

には思
おも

っています。 

○岡
おか

委員
いいん

 ありがとうございます。 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 ほかに何
なに

かございますか。 

（「なし」と発 言
はつげん

する者
もの

あり） 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 ないようですので、本 日
ほんじつ

の議題
ぎだい

につきましては、これで一 応
いちおう

すべて 終 了
しゅうりょう

いたしました。 

 そのほか、事務局
じむきょく

から何
なに

かございますか。 

○事務局
じむきょく

（安田
やすだ

給 付
きゅうふ

管理
かんり

係 長
かかりちょう

） 給 付
きゅうふ

管理
かんり

係 長
かかりちょう

の安田
やすだ

でございます。 

 私
わたし

の方
ほう

から、最後
さいご

になりますけれども、札幌市
さっぽろし

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事 業 所
じぎょうしょ

等
とう

空
あ

き

情 報
じょうほう

ホームページというＡ４判
ばん

横
よこ

の資 料
しりょう

についてご説 明
せつめい

させていただきたいと思
おも

い

ます。 

 この空
あ

き 情 報
じょうほう

ホームページの説 明
せつめい

をする前
まえ

に、先
さき

ほどの移動
いどう

支援
しえん

ガイドラインにつ

いて一
ひと

つ追加
ついか

でご説 明
せつめい

させていただきたいと思
おも

います。 

札幌市
さっぽろし

の移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、先
さき

ほどお示
しめ

しいたしました移動
いどう

支援
しえん

ガイドラインをもって

すべて終
お

わりというわけではございません。移動
いどう

支援
しえん

というものは、 障
しょう

がいのある方
かた

の

自立
じりつ

支援
しえん

を促 進
そくしん

するために不可欠
ふかけつ

なサービスでございますので、これをさらに充 実
じゅうじつ

、発 展
はってん

させていくために、今
いま

、内部
ないぶ

でさらに使
つか

いやすい移動
いどう

支援
しえん

を目指
め ざ

して検 討
けんとう

しているとこ

ろでございます。この移動
いどう

支援
しえん

は、札幌市
さっぽろし

ならではというものをつくっていきたいという

ことで今
いま

努 力
どりょく

しているところでございますので、ご報 告
ほうこく

させていただきたいと思
おも

いま

す。 

 それでは、札幌市
さっぽろし

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事 業 所
じぎょうしょ

等
とう

空
あ

き 情 報
じょうほう

ホームページについてご

説 明
せつめい

させていただきたいと思
おも

います。 

 この空
あ

き 情 報
じょうほう

ホームページは、ことしの７月
がつ

末
まつ

に既
すで

に開 設
かいせつ

しております。これは、

どこの事 業 所
じぎょうしょ

が受
う

け入
い

れ可能
かのう

かということをリアルタイムで利用者
りようしゃ

にわかっていただく

ことを目 的
もくてき

として開 設
かいせつ

しているものでございます。そして、多
おお

くの利用者
りようしゃ

にごらんいた

だけるように、広 報
こうほう

さっぽろ８月 号
がつごう

に載
の

せておりますし、さらに、今後
こんご

、サービスの支 給
しきゅう
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決 定
けってい

時
じ

に案 内
あんない

チラシ等
とう

を同 封
どうふう

して利用者
りようしゃ

に配付
はいふ

したいというふうに 考
かんが

えております。 

このホームページ開 設
かいせつ

の目 的
もくてき

でございますが、真
ま

ん中
なか

に書
か

いてございますけれども、

障
しょう

がいのある方
かた

が利用
りよう

するサービス事 業 所
じぎょうじょ

を選 択
せんたく

する際
さい

に、実
じつ

はかなりの時間
じかん

と

労 力
ろうりょく

がかかっているという 実 情
じつじょう

がございます。区役所
くやくしょ

にはサービス事 業 所
じぎょうしょ

一 覧 表
いちらんひょう

がありますけれども、札 幌
さっぽろ

市内
しない

の事 業 所
じぎょうしょ

というのは実
じつ

は１，０００を超
こ

える数
かず

がござ

います。それを自分
じぶん

のサービスに合
あ

った事 業 所
じぎょうしょ

ということで検 索
けんさく

していくのですが、か

なりの枚 数
まいすう

の中
なか

で探
さが

していって、さらに上
うえ

から電話
でんわ

をかけて受
う

け入
い

れできますかという

ことを確 認
かくにん

していかなければならなかったという実 態
じったい

がありました。そこで、ホームペ

ージをごらんいただくだけで、空
あ

き 情 報
じょうほう

がわかるものがあれば便利
べんり

ではないかというこ

とで開 設
かいせつ

したものでございます。 

このホームページの 特 徴
とくちょう

でございますが、一 番 下
いちばんした

でございますけれども、各 事 業 所
かくじぎょうしょ

は空
あ

き 情 報
じょうほう

を随時
ずいじ

更 新
こうしん

することができるようになっております。さらに、空
あ

き 情 報
じょうほう

だ

けではなくて、この事 業 所
じぎょうしょ

の 詳 細
しょうさい

情 報
じょうほう

を掲 載
けいさい

することも可能
かのう

になっております。

事 業 所
じぎょうしょ

によっては、事 業 所
じぎょうしょ

の外 観
がいかん

並
なら

びに内部
ないぶ

、グループホーム、ケアホームなどが多
おお

いですが、内部
ないぶ

の部屋
へ や

の 状 況
じょうきょう

等
とう

を写 真
しゃしん

に載
の

せてＰＲしているところもございます。

さらに、閲 覧 者
えつらんしゃ

の方
かた

は、 条 件
じょうけん

を指定
してい

して空
あ

き 情 報
じょうほう

を検 索
けんさく

することができます。ど

この区
く

の事 業 所
じぎょうしょ

を知
し

りたい、どういうサービスを 提 供
ていきょう

している事 業 所
じぎょうしょ

を知
し

りたいと

いう 条 件
じょうけん

設 定
せってい

をして検 索
けんさく

することもできますし、更 新
こうしん

日時
にちじ

が 新
あたら

しい事 業 所
じぎょうしょ

順
じゅん

に

並
なら

べかえることも可能
かのう

です。この更 新
こうしん

というのは、受
う

け入
い

れ可能
かのう

かどうかという 情 報
じょうほう

は

事 業 所
じぎょうしょ

の方
ほう

で 入 力
にゅうりょく

していただくのですが、頻 繁
ひんぱん

に 入 力
にゅうりょく

してくれている事 業 所
じぎょうしょ

は

比較的
ひかくてき

検 索
けんさく

しやすい上
うえ

の方
ほう

に表 示
ひょうじ

されるような 形
かたち

で工夫
くふう

させていただいております。

さらに、ルビ振
ふ

り機能
きのう

つきのソフト、読
よ

み上
あ

げ装置
そうち

等 々
とうとう

のソフトをダウンロードできる

ように準 備
じゅんび

しておりますので、多
おお

くの方
かた

にご活 用
かつよう

いただければということで開 設
かいせつ

した

ものでございます。 

私
わたし

の方
ほう

からは以 上
いじょう

でございます。 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 それでは、事務局
じむきょく

から次回
じかい

の予定
よてい

についてのご説 明
せつめい

をお願
ねが

いします。 

○事務局
じむきょく

（天田
あまだ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課 長
かちょう

） 一 応
いちおう

、事務局
じむきょく

からの 行 政 的
ぎょうせいてき

なご説 明
せつめい

は以 上
いじょう

で

ございますが、次回
じかい

の協 議 会
きょうぎかい

の開 催
かいさい

の期日
きじつ

でございます。 



 - 27 - 

 年度内
ねんどない

にはもう一度
いちど

開 催
かいさい

したいと 考
かんが

えておりまして、２月
がつ

ないし３月
がつ

、この時期
じ き

に

はちょうど定 例
ていれい

市
し

議会
ぎかい

も開 催
かいさい

されるものですから、その準 備
じゅんび

等
とう

も横
よこ

にらみしながら開 催
かいさい

のスケジュールを立
た

てさせていただきたいと思
おも

っております。 

 この協 議 会
きょうぎかい

の大
おお

きなミッションといたしまして、障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

、

それから 障
しょう

がい福祉
ふくし

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

がございます。これにつきましては、施策推進協議会
しさくすいしんきょうぎかい

にお諮
はか

りして、その 承 認
しょうにん

のもとに決
き

めていくことになっております。その前 段
ぜんだん

の調 査
ちょうさ

をどう進
すす

めていくかということ、それから、どのような 形
かたち

で 文 章
ぶんしょう

作 成
さくせい

していくかと

いうことについてはまさに平 成
へいせい

２３年度
ねんど

に大
おお

きな作 業
さぎょう

として入
はい

ってまいります。その

ように、本 日
ほんじつ

、第
だい

１点目
てんめ

の議題
ぎだい

でご説 明
せつめい

させていただきました計 画
けいかく

の策 定
さくてい

に向
む

けた準 備
じゅんび

作 業
さぎょう

について、もう少
すこ

し掘
ほ

り下
さ

げてご議論
ぎろん

、または 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

させていただきたいと

思
おも

っております。 

 もう一
ひと

つは、まだご記憶
きおく

が 新
あたら

しいと 思
おも
いますが、北 海 道

ほっかいどう

障 害 者
しょうがいしゃ

条 例
じょうれい

が本 年
ほんねん

４

月
がつ

に本 格
ほんかく

施行
しこう

いたしました。その準 備
じゅんび

段 階
だんかい

といたしまして、北 海 道 庁
ほっかいどうちょう

の方
かた

にお越
こ

し

いただき、 条 例
じょうれい

の趣旨
しゅし

等
とう

について 情 報 提 供
じょうほうていきょう

させていただきましたが、約
やく

１年後
ねんご

と

いうことになりますので、施行後
しこうご

の 状 況
じょうきょう

についてはどうかと。特
とく

に、北 海 道
ほっかいどう

として、

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

を含
ふく

めたいわゆる 障
しょう

がいのある方
かた

の権利
けんり

擁護
ようご

を進
すす

めていくという非 常
ひじょう

に高
たか

い理念
りねん

をもとに策 定
さくてい

された条 例
じょうれい

でございますので、その後
ご

、この条 例
じょうれい

がどのように運 用
うんよう

されているのかということにつきまして 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

できればというふうに思
おも

っており

ます。 

 それから、本 日
ほんじつ

お諮
はか

りさせていただきました、計 画
けいかく

の策 定
さくてい

に向
む

けての実 態
じったい

調 査
ちょうさ

の進
すす

め方
かた

でございますが、これにつきましては、当
とう

協 議 会
きょうぎかい

の 会 長
かいちょう

を務
つと

めていただいてお

ります田中
たなか

会 長
かいちょう

が福祉計画学
ふくしけいかくがく

の専 門
せんもん

の先 生
せんせい

でございますので、進
すす

め方
かた

につきまして

は 会 長
かいちょう

のご指導
しどう

をいただきながら進
すす

めていきたいというふうに思
おも

っております。 

 以 上
いじょう

でございます。 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 ありがとうございました。 

 それでは、委員
いいん

の皆
みな

さんから、きょう全 体
ぜんたい

を通
とお

して何
なに

か。 

○佐川
さがわ

委員
いいん

 きょうの議題
ぎだい

には余
あま

り関 連
かんれん

しないかもしれませんし、自分
じぶん

の団 体
だんたい

のことを

言
い

うことになってしまいますが、 就 労
しゅうろう

支援
しえん

のことなのです。 
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実
じつ

は、最 近
さいきん

、いろいろな企 業
きぎょう

から視覚
しかく

障
しょう

がい者
しゃ

を雇
やと

いたいと言
い

ってきていただい

ています。本 当
ほんとう

にありがたいことですが、その中
なか

で、雇
やと

ったけれども、すぐやめてしま

ったと。どうしてかと聞
き

くと、今
いま

の企 業
きぎょう

はどうしても仕事
しごと

の主
しゅ

はパソコンなので、そう

すると、音 声
おんせい

などをいろいろ入
い

れたにしても、やはり仕事
しごと

をする本 人
ほんにん

は非 常
ひじょう

に苦
くる

しい

らしくて、自分
じぶん

の方
ほう

からやめてしまったというようなお 話
はなし

です。 

視覚
しかく

障
しょう

がい者
しゃ

は、今
いま

、仕事
しごと

としてはほとんどあんま、マッサージをやっておりますが、

実
じつ

は仕事
しごと

がどんどんなくなってきております。ましてや、無資格者
むしかくしゃ

がどんどん横 行
おうこう

して視覚
しかく

障
しょう

がい者
しゃ

の仕事
しごと

を圧 迫
あっぱく

しております。そんな中
なか

で、廃 業 者
はいぎょうしゃ

がすごくいて、それが生 活
せいかつ

保護
ほ ご

世帯
せたい

となり、札幌市
さっぽろし

にとっても経費
けいひ

がそちらに行
い

ってしまうのではないかと、そうい

う状 況 下
じょうきょうか

にあります。特
とく

に、 障
しょう

がい者
しゃ

の 就 労
しゅうろう

を一 生 懸 命
いっしょうけんめい

やっているのですが、

今
いま

、視覚
しかく

障
しょう

がい者
しゃ

に限
かぎ

って、再 就 労
さいしゅうろう

も含
ふく

めて 就 職 率
しゅうしょくりつ

がどんどん下
さ
がっておりま

す。そこで、今
いま

、ハローワークなどで 退 職 者
たいしょくしゃ

あるいは中 途
ちゅうと

で仕事
しごと

をなくされた方
かた

のた

めの 職 能
しょくのう

訓 練
くんれん

というものがありますが、例
たと

えば視覚
しかく

障
しょう

がい者
しゃ

のパソコンの 講 習
こうしゅう

と

か、再 就 労
さいしゅうろう

に向
む

けた職能
きのう

訓 練
くんれん

というものを札幌市
さっぽろし

で少
すこ

しでも 考
かんが

えていただきたいな

という要 望
ようぼう

です。 

以 上
いじょう

です。 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 ありがとうございました。 

 ほかに、委員
いいん

の皆
みな

さんから何
なに

か全 体
ぜんたい

を通
とお

してございますか。 

 よろしいですか。 

（「なし」と発 言
はつげん

する者
もの

あり） 

 

  ５．閉
へい

  会
かい

 

○田中
たなか

会 長
かいちょう

 それでは、長 時 間
ちょうじかん

にわたりご 協 力
きょうりょく

いただきまして、ありがとうござ

いました。 

 以 上
いじょう

をもちまして、本 日
ほんじつ

の第
だい

１回
かい

の協 議 会
きょうぎかい

を 終 了
しゅうりょう

させていただきます。 

どうもありがとうございました。 

以
い

  上
じょう

 


